
要
旨
和
歌
童
蒙
抄
の
伝
本
に
つ
い
て
論
ず
る
。
現
存
伝
本
は
書
陵
部
蔵
珊
ｌ
川
本
を
除
き
す
べ
て
同
一
系
統
と
言
わ
れ
て
い
る
（
書
陵
部

本
を
異
本
、
他
を
流
布
本
と
呼
ぶ
）
。
本
稿
で
は
両
者
に
検
討
を
加
え
、
ど
ち
ら
に
も
他
の
系
統
に
よ
る
校
合
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

つ
つ
、
流
布
本
か
ら
異
本
へ
と
範
兼
自
身
に
よ
り
増
補
・
整
理
が
進
め
ら
れ
た
と
想
定
、
流
布
本
に
校
合
さ
れ
た
「
或
本
」
が
両
者
の
中
間
的

位
置
に
立
つ
本
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
異
本
は
現
在
本
来
の
類
書
的
形
態
を
崩
し
、
堀
河
百
首
題
を
中
心
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た

形
態
に
な
っ
て
お
り
（
こ
の
再
構
成
は
後
人
の
所
為
と
思
う
）
、
し
か
も
巻
三
～
巻
六
を
失
っ
て
い
る
が
、
そ
の
欠
落
部
を
補
え
る
可
能
性
を

持
つ
断
片
と
し
て
高
松
宮
旧
蔵
「
部
類
和
歌
集
」
を
紹
介
し
た
。

疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄
（
下
）

ｌ
童
蒙
抄
の
流
布
本
と
異
本
Ｉ

浅
田

徹
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さ
て
、
童
蒙
抄
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
決
し
て
多
く
な
く
、
書
誌
に
限
っ
て
言
え
ば
参
照
す
べ
き
文
献
は
僅
か
で
あ
る
。
久
曽
神

昇
氏
『
日
本
歌
学
大
系
」
第
一
巻
及
び
別
巻
一
解
題
は
互
い
に
相
補
う
べ
き
面
を
持
つ
が
、
諸
本
は
同
一
系
統
で
あ
り
、
元
久
二
～
三
年

（
肌
～
Ⅲ
）
の
印
雅
奥
書
・
正
応
三
年
屋
剛
）
の
転
写
奥
書
を
持
つ
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
、
書
陵
部
蔵
本
（
則
ｌ
川
）
が
唯
一
違
っ
た

内
容
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
草
稿
本
と
認
定
さ
れ
、
流
布
本
は
精
撰
本
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）
な
ど
を
述

べ
て
い
る
。
な
お
、
周
知
の
通
り
歌
学
大
系
は
童
蒙
抄
の
巻
十
（
歌
論
部
分
）
の
み
を
第
一
巻
に
翻
刻
し
、
他
の
九
巻
は
別
巻
一
に
至
っ

て
初
め
て
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
巻
十
は
草
稿
本
た
る
書
陵
部
本
を
用
い
（
い
く
ら
か
流
布
本
で
校
訂
さ
れ
て
い
る
）
、
巻
一
～
九
は

精
撰
本
の
志
香
須
賀
文
庫
本
に
拠
っ
て
お
り
、
底
本
が
違
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
巻
十
は
両
系
統

で
あ
る
。

さ
て
、

昇
氏
言

前
稿
で
は
今
井
明
氏
の
紹
介
さ
れ
た
資
料
に
基
き
、
散
逸
歌
学
書
で
あ
る
疑
開
抄
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
疑
開

抄
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
和
歌
童
蒙
抄
に
つ
い
て
も
言
及
が
必
要
に
な
り
、
本
稿
で
は
童
蒙
抄
の
書
誌
的
問
題
を
扱
う
こ
と
を
予
告
し
た

の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
作
業
を
し
て
見
る
と
、
当
初
予
測
し
て
い
た
よ
り
も
童
蒙
抄
の
書
誌
は
複
雑
で
あ
り
、
本
稿
は
い
く
つ
か
の
問
題

点
を
指
摘
す
る
に
留
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
い
く
ら
か
で
も
童
蒙
抄
と
い
う
歌
学
書
が
利
用
し
や
す
く
な
れ
ば
幸
い

す
。

で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
）
。

本
稿
は
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
賜
号
（
平
８
．
３
月
）
に
掲
載
し
た
論
文
の
続
稿
で
あ
る
。
所
属
の
変
更
に
よ
り
上
下

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
な
お
、
稿
中
で
「
前
稿
」
と
称
す
る
の
は
右
の
論
文
を
指

｜
、
は
じ
め
に
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川
瀬
一
馬
氏
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
昭
刈
）
は
や
は
り
諸
本
が
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
諸
本
の
奥
書
等
を
紹
介
す
る
。
つ
い

で
川
瀬
氏
は
『
古
辞
書
叢
刊
』
に
尊
経
閣
本
を
複
製
刊
行
さ
れ
（
昭
帥
）
、
そ
の
解
説
で
同
本
が
現
存
最
古
写
本
で
あ
り
、
室
町
初
期
写

と
認
め
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
亀
古
辞
書
の
研
究
』
で
は
慶
長
頃
と
見
て
お
ら
れ
た
の
を
、
精
査
し
た
上
で
改
め
ら
れ
た
も
の
。

『
古
辞
書
の
研
究
」
増
補
版
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
）
。

そ
の
後
、
滝
沢
貞
夫
氏
は
「
「
和
歌
童
蒙
抄
」
に
つ
い
て
」
（
中
古
文
学
別
、
昭
剥
・
９
）
に
お
い
て
、
歌
学
大
系
解
題
が
書
陵
部
本
を

「
草
稿
本
」
と
認
定
し
た
の
に
異
議
を
唱
え
ら
れ
、
同
本
は
流
布
本
を
改
編
・
再
構
成
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
論
じ
ら
れ
た
。
現
在
の

所
こ
れ
に
対
す
る
久
曽
神
氏
の
反
論
等
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
中
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
が
童
蒙
抄
の
書
誌
研
究
の
現
状
で
あ
り
、
そ
こ

で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
久
曽
神
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
草
稿
本
」
の
素
姓
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
も
そ
の
解
明
に
取
り

組
み
た
い
が
、
そ
の
前
に
流
布
本
の
側
の
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
な
お
、
「
草
稿
本
」
「
精
撰
本
」
と
い
う
久
曽
神
氏
の

用
語
は
内
容
に
対
す
る
評
価
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
書
陵
部
本
を
「
異
本
」
と
呼
び
、
他
を
「
流
布
本
」
と
称
し
て
お
く

（
念
の
た
め
言
う
と
、
書
陵
部
に
は
他
に
も
童
蒙
抄
の
写
本
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
は
流
布
本
で
あ
る
）
。

因
み
に
、
歌
学
大
系
第
一
巻
解
題
の
末
尾
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
別
本
（
「
童
蒙
抄
刑
部
卿
範
兼
撰
」
、
書
陵
部
蔵
珊
Ｉ
棚
）
は
、
久
曽

神
氏
が
述
べ
ら
れ
る
通
り
和
歌
童
蒙
抄
で
は
な
い
が
、
「
南
北
朝
時
代
、
即
ち
明
徳
元
年
（
奥
書
年
時
ｌ
浅
田
注
）
あ
た
り
に
成
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
推
測
は
疑
問
で
、
鎌
倉
初
期
の
成
立
と
考
え
て
も
支
障
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
彰
考
館
に
も
あ
り
、
両
本

を
調
査
の
上
山
田
洋
嗣
氏
が
全
文
を
翻
刻
し
て
お
ら
れ
る
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
Ⅲ
、
平
元
・
３
）
。
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る

作
品
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
歌
学
大
系
に
掲
出
き
れ
た
志
香
須
賀
本
奥
書
か
ら
見
て
行
く
の
が
よ
い
。
最
初
に
「
本
記
云
」

と
し
て
引
く
元
久
奥
書
と
「
以
右
大
弁
禅
門
本
書
写
…
」
と
い
う
転
写
奥
書
は
流
布
本
に
共
通
の
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
流
布
本
全

な
の
で
あ
る
。

流
布
本
は
現
在
ま
で
二
十
数
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
皆
同
一
系
統
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
歌
学
大
系
以
外
に
私
が
内
容
を
確

認
し
た
の
は
国
文
注
釈
全
書
十
九
巻
の
翻
刻
を
含
め
て
十
本
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
複
製
本
か
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
及
び
紙
焼
写
真
本
に
よ
っ
て
披
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
披
見
し
た
諸
本
を
掲
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

含
古
辞
書
叢
刊
』
の
複
製
）
・
内
閣
文
庫
蔵
本
（
肌
Ｉ
肥
）
・
同
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
本
（
加
ｌ
妬
）
・
書
陵
部
蔵
谷
森
本
（
谷
Ⅳ
）
・

静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
文
庫
本
・
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ル
肥
１
万
）
・
同
（
ル
肥
ｌ
泥
）
本
・
刈
谷
図
書
館
蔵
本
（
剛
）
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本
（
Ｄ
Ⅲ
）
・
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
（
４
１
柵
１
１
、
但
し
巻
五
か
ら
末
尾
ま
で
の
零
本
）
・
国

文
注
釈
全
書
巻
十
九
所
収
本
（
木
村
正
辞
本
）
と
な
る
。

内
容
を
確
認
し
た
伝
本
も
少
な
く
、
ま
た
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
詳
細
に
校
合
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
本
来
な
ら
ば
何
を
発
言
す
る

資
格
も
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
見
当
が
得
ら
れ
た
所
も
あ
る
の
で
報
告
し
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
歌
学
大
系
本
の
位
置
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
前
述
の
通
り
歌
学
大
系
が
流
布
本
を
翻
刻
し
て
い
る
の
は
別
巻
一
に
収
め
る
巻
一

～
九
で
あ
り
、
志
香
須
賀
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
を
加
え
た
由
の
注
記
が
あ
る
。
現
在
最
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
本
文
で
あ
り
、

そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
周
知
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
残
念
な
が
ら
歌
学
大
系
の
解
題
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、

し
ば
し
ば
歌
学
大
系
で
は
（
）
に
囲
ま
れ
た
本
文
が
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
実
は
こ
れ
は
す
べ
て
後
人
注
記

二
、
流
布
本
の
検
討
（
二
歌
学
大
系
本
の
位
置
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寛
保
癸
亥
は
三
年
（
Ⅲ
）
。
「
向
南
邑
人
」
は
多
年
探
索
し
て
い
た
童
蒙
抄
を
京
都
の
あ
る
人
か
ら
送
ら
れ
て
、
「
価
な
き
玉
を
得
た
る

が
如
」
く
喜
ん
で
こ
の
識
語
を
書
き
付
け
た
の
で
あ
る
（
川
瀬
氏
は
季
吟
筆
本
を
入
手
し
た
よ
う
に
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
季
吟
が
「
書

置
か
れ
侍
し
」
と
は
童
蒙
抄
が
「
五
家
髄
脳
」
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
た
と
の
意
で
あ
り
、
童
蒙
抄
自
体
を
書
写
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
）
。
季
吟
を
「
故
中
務
卿
法
印
」
と
呼
ぶ
呼
び
方
や
、
「
向
南
」
と
い
う
号
か
ら
、
こ
の
人
物
は
北
村
家

の
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
（
「
向
南
亭
」
は
季
吟
以
来
北
村
家
の
人
々
が
し
ば
し
ば
名
乗
っ
た
雅
号
）
。
こ
の
識
語
を
持
つ
刈
谷
図
書

館
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
多
く
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
春
水
云
」
と
す
る
注
が
か
な
り
見
え
る
。
識
語
か
ら
江
戸
に
居
住

し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
こ
と
も
合
致
し
、
「
向
南
邑
人
」
は
北
村
春
水
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
の
識
語
を
持
つ
本
は
彼
が
「
正

誤
」
を
「
抹
白
」
（
胡
粉
で
塗
抹
す
る
意
で
あ
ろ
う
）
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
促
し
た
い
。
文
面
か
ら
し
て
、
他
本
に
よ

っ
て
校
合
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
、
引
用
の
原
典
と
の
照
合
や
解
釈
に
よ
っ
て
本
文
を
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ

体
の
問
題
を
考
え
る
際
に
改
め
て
検
討
す
る
。
次
に
和
文
の
識
語
が
あ
る
。
同
じ
識
語
を
有
す
る
刈
谷
図
書
館
本
な
ど
に
拠
り
つ
つ
誤
写

と
思
わ
れ
る
箇
所
を
訂
正
し
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

実
◎

便
も
と
め
て
花
の
都
へ
あ
る
人
の
が
り
此
書
を
取
に
遣
し
魁
に
、
雁
の
使
に
言
伝
お
こ
せ
ら
る
。
夫
此
書
は
異
説
の
五
家
髄
脳
の
中

也
。
故
中
務
卿
法
印
季
吟
書
置
か
れ
侍
し
よ
り
多
年
心
を
つ
け
て
求
め
し
に
、
今
や
見
る
事
価
な
き
玉
を
得
た
る
が
如
し
。
書
籍
人

名
及
所
名
朱
引
、
誰
所
為
な
る
事
を
不
知
。
尚
略
今
句
切
・
清
濁
・
正
誤
な
ど
は
点
朱
抹
白
而
已
は
予
が
仕
業
也
。
猶
正
謬
其
後
哲

寛
保
癸
亥
初
冬
天

向
南
邑
人
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蕉
下
庵
の
注
は
歌
学
大
系
の
（
）
に
囲
ま
れ
た
部
分
に
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
刈
谷
図
書
館
本
に
拠
り
な
が
ら
そ
の
例
を
挙
げ
よ

う
。
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
瓜
頁
数
は
歌
学
大
系
の
そ
れ
で
あ
る
。

該
本
を
借
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
系
統
の
本
文
に
問
題
の
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

い
ま
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
刈
谷
図
書
館
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
多
く
の
書
入
れ
注
で
あ
る
。
春
水
の
注
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
も
う
一
人
、
春
水
よ
り
む
し
ろ
多
く
の
注
を
加
え
て
い
る
の
が
「
蕉
下
庵
」
な
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐

ら
く
江
戸
の
俳
人
心
祇
で
あ
ろ
う
。
『
俳
文
学
大
辞
典
』
に
よ
る
と
心
祇
は
浅
草
蔵
前
の
札
差
で
、
祇
空
門
に
入
り
四
時
観
連
衆
の
一
人

と
し
て
享
保
年
間
か
ら
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
春
水
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
三
年
（
Ⅷ
）
に
五
十
七
歳

で
没
し
た
と
あ
る
か
ら
時
代
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。
春
水
は
童
蒙
抄
を
京
都
（
「
花
の
都
」
）
か
ら
得
た
と
言
い
、
一
方
蕉
下
庵
心
祇
は

江
戸
の
俳
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
心
祇
の
注
が
春
水
の
見
た
本
に
す
で
に
付
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
恐
ら
く
心
祇
は
春
水
か
ら

歌
学
大
系
で
（
）
に
入
れ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
文
言
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
本
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
わ
け
だ
。
該
当
す
る
書
入
れ

・
陥
蕉
下
庵
日
成
践
此
文
史
記
ニ
モ
出
セ
リ
↓
（
成
膜
之
文
、
史
記
に
も
出
り
）
（
珊
頁
）

・
刑
蕉
下
庵
云
タ
ッ
ノ
ー
シ
ト
ハ
タ
ト
ノ
ー
シ
也
同
集
大
伴
旅
人
ノ
ウ
タ
ニ
モ
ョ
メ
リ
↓
（
た
づ
ノ
ー
し
と
は
た
ど
ノ
ー
し
な
り
。
同

集
大
伴
旅
人
の
歌
に
も
よ
め
り
）
（
捌
頁
）

・
棚
蕉
下
庵
云
ヤ
マ
ト
コ
ト
、
云
ヨ
リ
ヒ
キ
ケ
レ
ト
云
フ
ニ
ヤ
コ
ト
ヒ
キ
巨
ノ
字
ト
ソ
↓
（
や
ま
と
こ
と
薗
云
ふ
よ
り
ひ
き
け
れ

と
云
ふ
に
や
。
こ
と
ひ
牛
は
巨
の
字
と
ぞ
）
（
捌
頁
）
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最
後
の
例
は
歌
学
大
系
で
は
例
歌
が
一
首
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
ま
せ
ご
し
に
」
の
歌
は
新
編
国
歌
大
観
で
は
歌
学
大
系
に
よ
る

追
補
と
し
て
州
と
い
う
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
で
あ
る
尊
経
閣
本
に
は
こ
の
歌
は
な
い
）
。
こ
れ
ら
も
当
然

書
き
入
れ
の
本
文
化
で
あ
り
、
童
蒙
抄
本
文
か
ら
は
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
同
様
に
こ
の
系
統
に
の
み
存
在
す
る
と
思
し
い

次
の
文
言
も
研
究
的
な
書
入
れ
の
本
文
化
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

が
刈
谷
本
に
な
く
て
も
同
系
の
静
嘉
堂
本
に
は
存
在
す
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
歌
学
大
系
に
お
い
て
（
）
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
も
「
蕉
下
庵
日
」
注
と
一
致
す
る
も
の
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
全
例
を
掲
げ
て
お
く
。

・
別
或
説
に
夜
中
は
近
江
国
の
名
所
夜
中
潟
と
。
（
珊
頁
）

・
棚
是
モ
解
落
チ
タ
リ
ト
見
タ
リ
蕉
下
庵
日
キ
ソ
ト
ハ
昨
日
也
シ
モ
ョ
ト
ァ
レ
ハ
昨
日
ノ
夜
也
↓
き
そ
と
は
昨
日
也
。
し
も
ょ
と
あ

れ
ば
昨
日
の
夜
な
り
。
（
測
頁
）

・
剛
猪
田
ナ
ル
ヘ
シ
同
集
ニ
シ
、
タ
守
コ
ト
、
ア
リ
↓
猪
田
な
る
べ
し
。
同
集
に
し
魁
だ
守
ご
と
蚤
あ
り
。
（
測
頁
）

ケ
タ
へ
．
、
ン

．
マ

・
糊
蕉
下
庵
云
久
敞
胡
之
武
芸
波
古
宇
馬
ハ
ッ
ノ
ー
ニ
ア
ヒ
ミ
シ
コ
ラ
シ
ァ
ヤ
ニ
ヵ
ナ
シ
モ
ト
ァ
リ
書
写
ノ
ァ
ヤ
マ
リ
歎
又
万
葉
集

ハ
ム

第
十
二
秬
桾
秬
桾
マ
セ
越
二
麦
昨
馬
ノ
罵
ル
レ
ト
猶
モ
恋
シ
ク
オ
モ
ヒ
カ
テ
ヌ
ヲ
↓
ま
せ
ご
し
に
む
き
は
む
魁
ま
を
の

ら
る
れ
ど
な
ほ
も
こ
ひ
し
ぐ
お
も
ひ
か
て
ぬ
を
同
十
二
に
あ
り
。
（
捌
頁
）

・
棚
三
車
と
は
羊
車
、
鹿
車
、

．
（
巻
七
目
録
・
木
部
）
冬

埋
木
箒
木

大
白
牛
車
也
。

（
珊
頁
。
他
本
は
傍
線
部
空
白
と
す
る
）

（
刎
頁
。
他
本
は
傍
線
部
ナ
シ
）
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こ
の
ほ
か
、
後
人
の
考
証
に
よ
っ
て
引
用
和
歌
の
集
付
を
改
め
た
り
、
引
用
本
文
を
校
訂
し
た
り
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
は
枚
挙
に
暇

が
な
い
。
「
蕉
下
庵
」
注
記
に
関
わ
る
も
の
で
は
、
概
歌
が
他
本
で
は
「
貫
之
が
詠
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
歌
学
大
系
で
「
躬
恒
が

詠
也
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
箇
所
に
「
蕉
下
庵
日
此
歌
諸
本
ミ
ッ
ネ
ト
ァ
リ
全
書
写
ノ
誤
歎
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
校
訂
し
た
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
捌
頁
。
蕉
下
庵
が
「
諸
本
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
「
諸
文
献
」
の
意
味
で
、
他
の
童
蒙
抄
写
本
を
見
た
の
で
は
な
い
こ

と
は
他
の
注
記
か
ら
明
瞭
で
あ
る
）
し
、
ま
た
捌
歌
初
句
が
他
本
「
ア
ラ
タ
ッ
ノ
」
で
あ
る
所
を
歌
学
大
系
本
が
「
あ
ら
た
へ
の
」
に
作

る
の
は
「
蕉
下
庵
云
諸
本
ア
ラ
タ
エ
ノ
ト
ア
リ
」
と
の
注
記
に
従
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
童
蒙
抄
は
引
用
の
典
拠
を
丁
寧
に
記
す
作
品
で
あ

る
た
め
に
、
蕉
下
庵
や
春
水
に
限
ら
ず
和
学
者
た
ち
の
考
証
意
欲
を
そ
そ
っ
た
ら
し
く
、
多
く
の
写
本
に
原
典
と
の
照
合
の
注
が
あ
る
。

時
代
の
下
が
る
写
本
ほ
ど
そ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
歌
学
大
系
本
は
そ
の
程
度
の
大
き
い
本
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
は
歌
学
大
系
を
使
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
国
文
注
釈
全
書
本
も
や
は
り
書
入
れ
の
本
文
化
が
あ
り
、
現
在
の
所

活
字
翻
刻
の
み
に
頼
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

・
剛
南
史
日
、
巻
七
十
四
、
覇
城
王
整
之
姉
妹
、
襄
陽
為
衛
敬
礁
妻
。
（
踊
頁
。
他
本
は
傍
線
部
ナ
シ
）

・
梛
況
天
下
大
宝
、
人
君
重
位
、
非
大
命
何
以
得
之
哉
。
瑞
、
宝
也
、
信
也
。
天
以
宝
為
信
、
応
人
之
徳
。
故
日
瑞
応
、
無
天
命
無
宝

信
、
不
可
以
力
取
也
。
餓
之
采
を
ま
き
て
食
は
し
む
る
な
り
。
飼
鳥
と
云
て
は
な
し
。
（
珊
頁
）

．
（
同
、
注
末
尾
）
続
日
本
紀
第
二
十
巻
に
あ
り
。
（
捌
頁
）

・
棚
（
見
出
し
）
蹴
燭
い
か
が
草
の
部
に
入
る
に
や
。
（
加
頁
。
他
本
は
傍
線
部
ナ
シ
・
）
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こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
古
い
書
写
の
伝
本
は
（
と
言
う
よ
り
、
童
蒙
抄
の
す
べ
て
の
伝
本
の
中
で
も
最
古
本
な
の
だ
が
）
、
室
町
初
期
写

と
い
う
尊
経
閣
本
で
あ
る
。
他
は
す
べ
て
江
戸
時
代
の
写
し
で
あ
る
か
ら
飛
び
抜
け
て
古
い
こ
と
に
な
る
。
同
本
は
片
仮
名
本
で
あ
り
、

川
瀬
氏
も
推
測
さ
れ
る
通
り
、
童
蒙
抄
は
そ
れ
が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
異
本
の
書
陵
部
本
は
平
仮
名
本
で
あ
る
が
、
「
み
」
を
「
あ
」

と
し
ば
し
ば
誤
る
な
ど
、
片
仮
名
本
の
形
態
を
経
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
誤
写
が
あ
り
、
右
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
。

尊
経
閣
本
は
全
十
巻
を
二
巻
ず
つ
五
冊
と
す
る
。
こ
れ
は
童
蒙
抄
の
多
く
の
伝
本
に
見
ら
れ
る
形
態
で
、
流
布
本
諸
本
の
祖
と
な
っ
た

元
久
書
写
本
（
印
雅
筆
本
）
に
お
い
て
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
冊
末
尾
に
は
奥
書
が
あ
り
、
尊
経
閣
本
に
よ
っ

て
こ
れ
を
掲
出
し
て
お
こ
う
（
歌
学
大
系
本
に
は
欠
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
注
意
）
。

流
布
本
の
う
ち
、
「
向

い
て
さ
ら
に
考
え
た
い
。

・
第
二
冊
（
巻
四
末
尾
）

．
第
一
冊
（
巻
二
末
尾
）

本 元
久
三
年
四
月
十
六
日
於
長
尾
房
以
証
」
本
令
校
合
畢

以
書
本
一
校
了

本

三
、
流
布
本
の
検
討
（
二
）
尊
経
閣
本
と
流
布
本
の
形
成

「
向
南
邑
人
」
識
語
の
な
い
系
統
の
方
が
原
態
に
近
い
こ
と
は
前
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
伝
本
に
つ
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先
学
の
指
摘
を
ま
と
め
つ
つ
以
上
の
経
過
を
た
ど
っ
て
見
よ
う
。
印
雅
は
元
久
二
年
（
脳
）
十
二
月
頃
、
仁
和
寺
喜
多
院
の
御
所
に
お

い
て
恐
ら
く
範
兼
自
筆
本
を
以
て
書
写
、
書
本
を
以
て
一
わ
た
り
校
合
（
再
点
検
）
を
終
え
、
こ
こ
に
ま
ず
流
布
本
の
基
が
作
ら
れ
た
。

・
第
五
冊
（

本
記
云

・
第
四
冊
（
巻
八
末
尾
）

・
第
三
冊
（
巻
六
末
尾
）

本

（
マ
マ
）

元
久
三
年
十
二
月
七
日
於
喜
多
院
御
所
長
値
」
馳
筆
書
了

同
三
年
四
月
十
日
於
長
尾
房
以
証
本
」
一
校
畢

此
抄
者
範
兼
所
作
也
以
彼
本
書
写
」
校
合
了

以
書
本
一
校
畢

元
久
三
年
二
月
舟
日
以
或
証
本
一
校
了

印
雅

以
右
大
弁
禅
門
本
書
写
了

一
校
了 以

書
本
一
校
了

以
書
本
一
校
了

（
巻
十
末
尾
）
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印
雅
は
仁
和
寺
の
僧
で
、
顕
昭
の
和
歌
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
印
雅
の
事
跡
に
つ
い
て
は
西
村
加
代
子
「
顕
昭
の
古
今

伝
授
と
和
歌
文
書
」
（
国
文
論
叢
胆
、
昭
帥
・
３
。
『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』
平
９
に
収
録
）
に
詳
し
く
、
こ
の
奥
書
に
も
検
討
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
印
雅
の
典
籍
書
写
は
顕
昭
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、
童
蒙
抄
「
或
証
本
」
を
校
合
し
た
元
久
三
年
（
四
月
二
十
七
日
に

建
永
と
改
元
）
の
九
月
に
は
顕
昭
か
ら
古
今
伝
授
も
受
け
て
い
る
（
伏
見
宮
本
古
今
集
奥
書
）
。
西
村
論
文
の
推
定
す
る
よ
う
に
、
童
蒙

抄
の
書
写
と
校
合
に
は
顕
昭
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
て
、
次
に
こ
の
写
本
は
真
観
（
右
大
弁
禅
門
）
の
所
持
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
あ
る
い
は
転
写
本
か
も
し
れ
な
い
。
歌
学
大
系
解

題
は
真
観
の
書
写
奥
書
が
な
い
こ
と
か
ら
転
写
で
は
な
く
伝
領
と
見
て
い
る
）
。
そ
の
真
観
本
を
以
て
某
が
書
写
し
た
本
が
流
布
本
の
基

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
多
く
の
流
布
本
で
は
巻
四
末
尾
に
尊
経
閣
本
に
な
い
次
の
奥
書
が
付
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
歌
学
大
系
本
に
も
あ
る
）
。

巻
四
末
尾
の
奥
書
に
「
元
久
三
年
十
二
月
七
日
…
」
と
あ
る
の
は
次
の
行
に
「
同
三
年
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
「
二
年
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
書
写
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
校
合
行
為
と
の
時
間
的
近
接
か
ら
、
印
雅
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
喜
多
院
御
所
長
艫
」
（
歌
学
大
系
本
「
屯
艫
」
）
は
「
直
慮
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

次
い
で
翌
年
二
月
か
ら
四
月
に
掛
け
て
印
雅
は
長
尾
房
に
お
い
て
「
或
証
本
」
を
以
て
全
体
を
校
合
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
日

程
は
第
五
冊
・
第
二
冊
・
第
一
冊
の
順
に
進
ん
で
お
り
、
ま
っ
た
く
逆
順
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
の
と
こ
ろ
そ
の
理
由
は
思
い
付
か

な
い
。・

正
応
三
年
九
月
十
九
日
以
書
本
一
校
詑

－92－



疑開抄と和歌童蒙抄（下）（浅田）

本
の
当
該
部
分
を
見
る
と
、
元
久
奥
書
の
丁
の
次
の
丁
が
一
丁
切
り
取
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
複
製
本
で
も
看
取
で
き
る
の
で
あ
る

（
脱
稿
後
原
本
閲
覧
の
機
が
得
ら
れ
、
確
か
に
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
Ｉ
注
）
。
本
来
は
こ
こ
に
正
応
奥
書
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
試
案
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

あ
る
が
、
一

性
は
高
い
。

そ
う
思
っ
て
正
応
奥
書
の
あ
る
巻
四
末
尾
（
第
二
冊
末
尾
）
を
見
る
と
、
右
の
内
閣
文
庫
本
・
書
陵
部
蔵
谷
森
本
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
本
な
ど
で
は
、
尊
経
閣
本
に
あ
る
元
久
奥
書
の
あ
と
丁
を
改
め
て
正
応
奥
書
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
一
方
、
尊
経
閣

正
応
三
年
（
剛
）
に
は
真
観
は
す
で
に
没
し
て
い
る
（
建
治
二
年
伽
没
）
。
歌
学
大
系
解
題
は
真
観
本
が
「
右
大
弁
禅
門
本
」
と
称
さ

れ
る
の
は
真
観
没
以
前
で
あ
る
べ
き
だ
と
判
断
、
正
応
の
奥
書
は
真
観
本
か
ら
の
転
写
奥
書
よ
り
も
お
く
れ
る
と
解
釈
し
、
流
布
本
全
体

を
、
正
応
の
転
写
を
経
な
い
系
統
（
尊
経
閣
本
）
と
正
応
本
の
流
れ
を
引
く
系
統
（
他
の
多
く
の
流
布
本
）
に
分
類
し
て
い
る
。
真
観
没

後
に
そ
の
所
持
本
（
ま
た
は
真
観
筆
本
）
が
「
右
大
弁
禅
門
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
本
当
に
あ
り
得
な
い
か
ど
う
か
疑
問
も
あ
る
が
、

そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
右
の
正
応
奥
書
の
有
無
に
よ
っ
て
流
布
本
の
系
統
を
分
か
っ
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。

実
は
、
正
応
奥
書
を
持
つ
本
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
剛
Ｉ
兇
本
や
書
陵
部
蔵
谷
森
本
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
本
な
ど
は
、
改

丁
・
改
行
な
ど
が
尊
経
閣
本
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
特
に
谷
森
本
は
字
形
ま
で
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
尊
経
閣
本
の
忠
実
な
複
写
で
あ

る
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ほ
ど
に
似
て
い
な
い
本
で
も
、
巻
末
の
奥
書
だ
け
は
似
せ
書
き
を
繰
り
返

し
た
と
思
し
い
字
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
や
は
り
尊
経
閣
本
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
流
布
本
は
す
べ
て
尊
経
閣
本

か
ら
発
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
布
本
諸
本
は
尊
経
閣
本
の
犯
し
た
脱
字
（
一
～
二
字
程
度
の
も
の
）
が
正
し

く
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
な
ど
、
一
見
す
る
と
尊
経
閣
本
か
ら
派
生
し
た
伝
本
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
点
も

あ
る
が
、
童
蒙
抄
が
和
学
者
達
に
よ
っ
て
よ
く
読
み
込
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
あ
る
時
点
で
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
可
能
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久
曽
神
氏
と
滝
沢
氏
と
の
間
に
、
流
布
本
と
異
本
と
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
が
、
実
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
資
料
が
流
布
本
の
内
部
に
存
在
す
る
。

流
布
本
の
う
ち
、
尊
経
閣
本
と
そ
れ
に
近
い
本
に
は
「
或
本
」
な
ど
に
よ
る
多
く
の
異
文
注
記
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
現
在

で
は
失
わ
れ
た
童
蒙
抄
伝
本
の
姿
を
知
り
う
る
点
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
だ
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

歌
学
大
系
本
で
は
こ
れ
ら
の
注
記
が
ほ
と
ん
ど
整
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
「
或
本
」
注
の
ほ
か
、
「
イ
本
」
「
イ
」

尊
経
閣
本
は
書
写
年
代
が
古
い
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
声
点
注
記
や
、
元
久
の
校
合
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
「
或
本
」
注
記
（
後
述
）

な
ど
を
最
も
豊
富
に
有
し
て
お
り
、
流
布
本
の
原
態
を
考
え
る
上
で
最
良
の
資
料
で
あ
る
。
例
え
右
の
試
案
の
如
く
流
布
本
諸
本
の
祖
本

の
位
置
に
立
つ
と
見
な
く
て
も
、
本
稿
の
考
察
の
資
料
と
し
て
尊
経
閣
本
を
用
い
る
こ
と
は
十
分
根
拠
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
信
ず
る
。

尊
経
閣
本
は
『
校
本
万
葉
集
』
が
万
葉
歌
を
引
用
す
る
資
料
と
し
て
童
蒙
抄
を
掲
出
す
る
た
め
に
用
い
て
以
来
、
特
に
翻
刻
な
ど
の
対

象
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
新
編
国
歌
大
観
が
こ
れ
を
底
本
に
選
ん
だ
（
複
製
本
に
よ
る
。
担
当
は
井
上
宗
雄
・
山
田
洋
嗣
両
氏
）

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
歌
学
大
系
本
の
問
題
箇
所
の
多
く
は
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
訂
正
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
編

国
歌
大
観
は
童
蒙
抄
の
有
す
る
す
べ
て
の
和
歌
を
掲
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
歌
注
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
和
歌
（
証
歌
）
に
は

採
択
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
採
択
・
非
採
択
の
区
別
は
尊
経
閣
本
が
当
該
歌
を
改
行
掲
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
つ
の
見
識
で
あ
る
と
思
う
が
、
歌
学
大
系
で
は
改
行
掲
出
さ
れ
て
い
る
和
歌
が
新
編
国
歌
大
観
に
は
見
え
な
い
た
め
に
、

尊
経
閣
本
と
歌
学
大
系
本
と
が
大
き
く
異
な
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
歌
学
大
系
が
一
首
多
い
だ
け

で
あ
る
（
前
述
の
「
ま
せ
ご
し
に
」
歌
）
。
念
の
た
め
こ
れ
も
付
言
し
て
お
く
。

四
、
流
布
本
の
検
討
（
三
）
「
或
本
」
注
記
の
分
析
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疑開抄と和歌童蒙抄（下）（浅田）

＊
「
万
葉
第
七
ニ
ア
リ
イ
本
」

古
今
集
墨
滅
歌
川
で
、
本
来
は
確
か
に
巻
十
三
（
脱
の
次
）
に
あ
る
べ
き
も
の
。
万
葉
集
で
は
巻
十
一
川
に
入
る
（
た
だ
し
童
蒙
抄
引

用
本
文
は
古
今
集
の
方
に
一
致
）
の
で
、
「
万
葉
巻
七
」
に
あ
る
と
い
う
の
は
誤
り
。
異
本
は
欠
落
部
。

だ
ろ
う
。

と
い
う
形
の
注
記
、
ま
た
特
に
そ
の
よ
う
な
表
示
な
く
異
文
が
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
も
少
な
く
な
い
が
、
表
示
の
様
態
の
違
い
が

そ
れ
ぞ
れ
別
の
本
と
の
校
合
行
為
に
対
応
す
る
の
か
ど
う
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
尊
経
閣
本
巻
十
目
録
の
「
雑
体
」
の
う
ち
の

「
旗
頭
」
に
は
「
諸
本
無
書
落
」
と
注
記
が
あ
り
（
事
実
巻
十
に
は
旋
頭
歌
の
解
説
が
流
布
本
‐
・
異
本
と
も
に
欠
け
て
い
る
）
、
「
諸
本
」

と
見
比
べ
た
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
本
の
み
を
見
た
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
複
数
の
対
校
本
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
の
は
こ
の
例
の
み
で
、
一
つ
の
箇
所
に
複
数
の
校
異
が
挙
が
る
こ
と
も
な
い
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
本
と
比
較
し
た
の
で
も
な
い

の
を
尊
経
閣
本
に
よ
り
二

は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
洲
「
キ
ミ
ガ
タ
メ
イ
ハ
フ
コ
、
ロ
ノ
フ
カ
ケ
レ
バ
ヒ
ジ
リ
ノ
ミ
ョ
ノ
ァ
ト
ナ
ラ
フ
ト
ゾ
」
歌
注
の
頭
注
（
脱
頁
）

＊
「
或
本
ニ
ハ
此
歌
尺
等
聖
部
ニ
ア
リ
」

（
１
）
洲
「
イ
ヌ
ガ
ミ
ノ
ト
コ
ノ
ャ
マ
ナ
ル
イ
サ
ヤ
ガ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
ョ
ワ
ガ
ナ
モ
ラ
ス
ナ
」
歌
注
冒
頭
「
古
今
第
十
三
ニ
イ
レ
リ
」

異
文
注
記
を
す
べ
て
掲
げ
る
と
繁
雑
に
な
る
の
で
、
一
字
程
度
の
異
同
を
注
し
た
も
の
は
除
き
、
形
態
的
な
差
異
を
中
心
に
主
要
な
も

を
尊
経
閣
本
に
よ
り
一
つ
一
つ
検
討
し
て
行
く
。
そ
の
際
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
異
本
の
当
該
箇
所
も
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
結
果

傍
注
（
刑
頁
）
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こ
こ
は
か
な
り
長
文
の
注
だ
が
、
こ
の
注
に
よ
れ
ば
「
又
云
」
以
下
は
本
来
の
親
本
に
は
な
く
、
「
或
本
」
に
は
存
在
し
た
の
で
増
補

し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
前
の
部
分
で
は
範
兼
は
「
ヒ
ナ
ノ
ワ
カ
レ
」
に
つ
き
「
ヒ
ナ
ト
ハ
エ
ビ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
」
と

い
う
説
と
、
「
恒
山
ノ
四
烏
ト
ビ
ワ
カ
レ
タ
ル
ニ
ョ
リ
雛
ノ
ワ
カ
レ
ト
イ
フ
」
と
い
う
説
と
の
二
説
を
立
て
て
「
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
タ
ガ
ハ

ザ
ル
ベ
シ
」
と
結
論
は
保
留
し
て
い
た
の
を
、
後
半
部
分
で
は
「
ヒ
ナ
」
Ⅱ
「
エ
ビ
ス
」
説
を
廃
し
て
「
恒
山
四
鳥
」
説
を
主
張
す
る
に

至
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
同
時
に
書
か
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
範
兼
の
意
見
に
変
化
が
生
じ
、
新
た
な
結
論
部
分
を

付
け
加
え
た
の
が
「
或
本
」
の
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
て
誤
る
ま
い
。

あ
る
い
は
、
「
或
本
」
は
範
兼
自
身
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
童
蒙
抄
を
読
ん
だ
後
人
が
自
分
の
意
見
を
書
き
加
え
た

の
だ
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
か
に
思
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
当
該
部
分
は
顕
昭
に
よ
っ
て
袖
中
抄
に
抄
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
童
蒙
抄
歌
注
の
前
半
・
後
半
を
合
せ
た
形
で
「
童
蒙
抄
云
」
と
引
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
顕
昭
ま
で
の
間
に
後
人
注
記
の

混
入
を
考
え
な
い
限
り
（
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
少
な
か
ろ
う
）
、
「
或
本
」
部
分
も
ま
た
範
兼
の
所
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
歌
と
注
と
は
人
倫
部
の
「
皇
子
」
の
項
目
に
あ
る
。
こ
の
三
首
後
が
「
聖
」
の
項
目
で
、
現
在
そ
こ
に
は
伽
「
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ナ
、

ノ
カ
シ
コ
キ
ヒ
ト
や
モ
ノ
」
（
竹
林
七
賢
）
の
注
の
み
が
あ
る
が
、
「
或
本
」
で
は
「
キ
ミ
ガ
タ
メ
」
歌
は
「
聖
」
の
項
目
に
あ
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。
「
ヒ
ジ
リ
ノ
ミ
ョ
ト
ハ
、
カ
シ
コ
キ
ミ
カ
ド
ノ
御
時
ト
イ
フ
ナ
リ
」
と
い
う
注
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
。
流
布
本
内
に
そ
の
よ
う
な
形
態
の
本
は
見
付
か
ら
な
い
。
異
本
は
欠
落
部
な
の
で
不
明
で
あ
る
。

（
３
）
剛
「
ヲ
モ
ヒ
キ
ャ
ヒ
ナ
ノ
ワ
カ
レ
テ
ヲ
ト
ロ
ヘ
テ
ア
マ
ノ
ナ
ハ
タ
キ
イ
サ
リ
セ
ム
ト
ハ
」
歌
注
（
剛
頁
）
の
う
ち
、
歌
学
大
系
Ⅱ

行
目
「
又
云
、
恒
山
ノ
四
鳥
ノ
雛
ニ
ナ
リ
テ
…
」
か
ら
を
改
行
し
、
そ
の
行
頭
に
注
記

行
目
「
又
云
、
恒
心

＊
「
或
本
此
詞
又
有
」

1
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疑開抄と和歌童蒙抄（下）（浅田）

（
５
）
刑
「
ナ
ッ
ノ
イ
ヶ
ニ
ョ
ル
ベ
サ
ダ
メ
ヌ
ウ
キ
ク
サ
ハ
ミ
ヅ
ョ
リ
ホ
カ
ニ
ュ
ク
カ
タ
モ
ナ
シ
」
歌
注
冒
頭
（
測
頁
）

＊
「
或
本
云
、
延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌
合
ノ
第
廿
三
番
二
、
左
ニ
テ
興
風
ガ
ョ
メ
ル
ナ
リ
…
」

こ
れ
は
歌
学
大
系
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
文
字
通
り
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
歌
注
は
本
来
の
親
本
に
は
存
在
せ
ず
、
「
或
本
」

に
よ
っ
て
補
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
か
ら
の
類
推
で
い
く
と
そ
う
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
こ
の
部
分
が
異
本
に
も
存
在
し
、
そ
こ
で
は
「
延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌
合
の
…
」
と
、
冒
頭
の
「
或
本
云
」
の
な
い
形
で
始
ま

（
４
）
繩
「
キ
ミ
ガ
ョ
ハ
タ
エ
ジ
ト
ゾ
ヲ
モ
フ
神
風
ヤ
ミ
モ
ス
ソ
ガ
ハ
ノ
ス
マ
ム
カ
ギ
リ
ハ
」
歌
注
（
珊
頁
）
の
う
ち
、
歌
学
大
系
咽
行

目
「
又
同
九
云
、
息
長
足
姫
ノ
尊
…
」
か
ら
を
改
行
し
、
そ
の
前
の
行
間
に
注

＊
「
カ
ミ
カ
ゼ
ヤ
イ
セ
ノ
ウ
ラ
ワ
ニ
シ
キ
ョ
ス
ル
ト
コ
ョ
ノ
ナ
ミ
ヤ
キ
ミ
カ
ョ
ノ
カ
ズ
此
心
ナ
リ
或
本
二
此
歌
．
、
ニ
ア
リ

然
而
本
二
奥
ニ
ア
リ
」
（
「
カ
ミ
カ
ゼ
」
の
頭
に
鈎
点
あ
り
）

ト
コ
ヨ
ノ

改
行
点
の
直
前
は
日
本
書
紀
垂
仁
天
皇
二
十
五
年
三
月
条
を
引
き
、
天
照
大
神
が
伊
勢
国
に
つ
い
て
「
是
神
風
伊
勢
国
ハ
即
常
世
之
浪

シ
キ
ナ
ミ
ヨ
ル

重
浪
帰
国
也
云
々
」
と
述
べ
た
と
い
う
記
事
で
、
注
が
引
く
「
或
本
」
歌
「
カ
ミ
カ
ゼ
ャ
：
．
」
は
そ
の
託
宣
の
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
か

ら
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
特
に
不
自
然
は
な
い
。
こ
の
歌
は
現
在
の
童
蒙
抄
で
は
一
首
お
い
て
後
の
糊
に
置
か
れ
て
い
る
（
「
然

而
本
二
奥
ニ
ア
リ
」
と
は
こ
の
こ
と
を
指
す
）
。
そ
の
注
は
同
じ
託
宣
を
引
く
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
細
注
の
中
に
ま
と
め
て
し
ま
っ
て
も

問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
ど
ち
ら
の
形
態
が
先
行
す
る
か
は
決
定
し
難
い
。
し
か
し
後
人
が
あ
え
て
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

と
も
思
わ
れ
ず
、
範
兼
自
身
の
手
に
な
る
変
更
と
見
て
も
支
障
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
も
異
本
は
欠
落
部
。

な
お
こ
こ
も
異
本
は
欠
落
部
。
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（
６
）
柵
の
前
、
項
目
見
出
し
「
辛
藍
」
の
注
（
蹴
頁
）

＊
「
此
両
字
端
ノ
目
録
ニ
ナ
シ
然
而
付
或
本
書
之
」

こ
れ
も
歌
学
大
系
本
に
残
っ
て
い
る
注
記
。
巻
七
草
部
の
目
録
に
は
確
か
に
「
辛
藍
」
は
な
い
（
歌
学
大
系
で
は
（
）
に
入
れ
て
補

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
人
注
記
が
入
り
込
ん
だ
も
の
）
。
「
或
本
」
に
付
い
て
こ
れ
を
書
い
た
と
は
、
従
っ
て
「
或
本
」
の
目
録
に
従

っ
て
こ
の
本
の
目
録
に
も
「
辛
藍
」
と
書
き
込
ん
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
（
目
録
に
は
「
辛
藍
」
が
欠
け
た
ま
ま
な
の
だ
か
ら
）
、
「
或
本
」

に
拠
っ
て
こ
こ
に
項
目
見
出
し
「
辛
藍
」
を
書
き
入
れ
た
（
本
来
の
親
本
に
は
な
か
っ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
親
本
に
な

か
っ
た
の
は
「
辛
藍
」
の
二
字
だ
け
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
柵
歌
と
そ
の
注
の
す
べ
て
（
「
辛
藍
」
は
例
歌
一
首
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
る
項
目
で
あ
る
）
を
欠
い
て
い
た
の
か
は
決
定
し
難
い
。
こ
こ
で
も
異
本
を
参
照
す
る
と
、
「
辛
藍
」
の
見
出
し
と
歌
・
注
が
存
在
し

て
お
り
、
「
或
本
」
注
記
は
見
え
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
或
本
」
が
異
本
に
近
い
形
態
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
異

（
マ
マ
）

本
で
は
こ
の
後
に
同
じ
く
「
拝
」
の
項
目
に
属
す
る
「
水
の
上
に
よ
る
べ
さ
だ
め
ぬ
う
き
草
も
こ
の
は
な
が
れ
て
お
ひ
に
く
ら
な
れ
」

（
流
布
本
に
は
な
い
歌
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
Ⅷ
）
と
そ
の
注
が
あ
る
の
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
述

べ
る
。

（
７
）
鮴
「
ナ
ニ
ハ
ヅ
ニ
サ
ク
ヤ
コ
ノ
ハ
ナ
フ
ユ
ゴ
モ
リ
イ
マ
ハ
、
ル
ベ
ト
サ
ク
ヤ
コ
ノ
ハ
ナ
」
歌
注
（
捌
頁
）
の
冒
頭
、
「
古
万
葉
集

云
、
新
羅
ノ
人
王
仁
ガ
大
鶴
鶴
ノ
天
皇
ニ
タ
テ
マ
ッ
レ
ル
ウ
タ
ナ
リ
」
の
次
、
「
彼
天
皇
…
」
を
改
行
し
、
そ
の
行
間
に
注
記

＊
「
ナ
ニ
ハ
ト
ハ
難
波
ト
云
也
或
本
如
此
注
書
也
」
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注
（
刎
頁
）

＊
「
イ
本
無
」

前
述
の
通
り
「
或
寺

を
持
っ
て
い
る
。
す
ふ

（
８
）
肺
「
ワ
ガ
ャ
ド
ノ
イ
ッ
モ
ト
ヤ
ナ
ギ
イ
ッ
モ
ノ
ー
オ
モ
ガ
コ
ヒ
ス
ナ
ナ
リ
マ
シ
ッ
ト
モ
」
歌
注
末
尾
「
南
史
日
、
陶
潜
宅
辺
有
五

柳
樹
。
嘗
自
著
五
柳
先
生
伝
」
の
後
（
加
頁
）

＊
「
或
本
説
」
と
小
字
に
て
付
加
。

「
或
本
説
」
が
ど
こ
か
ら
を
指
す
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
尊
経
閣
本
で
は
「
南
史
日
」
か
ら
改
行
し
て
あ
る
の
で
こ
こ
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
と
に
か
く
本
来
の
親
本
は
注
の
末
尾
が
現
在
の
形
よ
り
短
か
っ
た
の
を
「
或
本
」
に
よ
り
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
異
本
は
こ
こ
の

歌
注
の
す
べ
て
を
有
し
て
お
り
（
「
或
本
説
」
の
三
字
は
ナ
シ
）
、
「
或
本
」
の
形
態
と
一
致
し
て
い
る
。

歌
学
大
系
本
で
は
「
大
鶴
鵜
天
皇
に
奉
れ
る
歌
也
」
の
後
に
「
仁
徳
天
皇
、
是
也
。
応
神
天
皇
次
帝
也
」
が
あ
る
が
、
尊
経
閣
本
で
は

こ
れ
は
「
大
鶴
鵜
ノ
天
皇
」
の
傍
注
で
あ
る
。
異
本
で
も
同
様
な
の
で
恐
ら
く
そ
れ
が
原
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。

注
記
に
よ
れ
ば
「
或
本
」
は
「
彼
天
皇
…
」
の
前
に
「
ナ
ニ
ハ
ト
ハ
難
波
卜
云
也
」
の
字
句
が
あ
っ
た
と
い
う
。
流
布
本
に
そ
の
よ
う

な
形
態
の
本
は
な
い
が
、
異
本
に
は
確
か
に
「
な
に
は
と
は
難
波
と
い
ふ
な
り
」
と
あ
っ
て
一
致
し
て
い
る
。

（
９
）
〃
「
ワ
ガ
イ
ヘ
ハ
ミ
ワ
ノ
ャ
マ
モ
ト
コ
ヒ
シ
ク
ハ
ト
ブ
ラ
ヒ
キ
マ
セ
ス
ギ
タ
テ
ル
カ
ド
」
歌
注
の
う
ち
、
歌
学
大
系
７
行
目
の

ｌ

「
イ
ナ
ヅ
マ
ノ
ヒ
カ
リ
ニ
、
タ
リ
。
レ
ウ
シ
コ
レ
ヲ
イ
テ
ァ
テ
ッ
…
」
の
「
イ
テ
」
に
波
状
の
点
（
除
棄
記
号
）
を
掛
け
て
傍

「
或
本
」
と
「
イ
本
」
と
の
間
に
区
別
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
し
か
し
こ
の
「
イ
本
」
は
現
在
の
異
本
と
強
い
関
連

す
な
わ
ち
、
「
レ
ウ
シ
（
猟
師
）
コ
レ
ヲ
イ
テ
」
の
あ
た
り
に
「
イ
本
」
は
脱
落
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
実
は
異

－99－



本
は
ま
さ
に
こ
こ
に
脱
文
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
尊
経
閣
本
は
「
レ
ウ
シ
コ
レ
ヲ
イ
テ
ア
テ
ッ
。
ト
や
マ
ラ
ズ
シ
テ
ナ
ヲ
キ
タ
リ
ム
カ
フ
。

又
イ
テ
ア
テ
ッ
。
ソ
ノ
タ
ビ
風
雨
ヤ
ミ
テ
カ
ヘ
リ
ヌ
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
異
本
は
「
れ
う
し
こ
れ
を
射
あ
て
つ
。
そ
の
た
び
風
雨
や

み
て
か
へ
り
い
」
と
な
っ
て
い
て
、
傍
線
を
付
し
た
類
似
の
語
句
間
の
目
移
り
に
よ
る
脱
文
を
犯
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ｌ

（
胆
）
棚
「
ヤ
マ
ガ
ハ
ニ
コ
、
ロ
ボ
ソ
ク
ゾ
ス
ダ
ク
ナ
ル
ヒ
ト
ッ
ミ
ナ
ル
、
ヲ
シ
ニ
ヤ
ア
ル
ラ
ム
」
歌
注
、
「
通
宗
判
云
、
ス
ダ
ク
ト
ハ

（
Ⅱ
）
柵
「
ア
ル
、
ム
マ
ハ
ミ
ナ
ア
シ
ゲ
ニ
ゾ
ミ
エ
ッ
レ
ド
サ
ハ
ニ
ウ
ッ
レ
ル
カ
ゲ
ニ
ゾ
ア
リ
ケ
ル
」
歌
注
、
．
番
右
［
春
駒
歌
也
］

ｌ
右
大
弁
通
俊
卿
判
云
」
（
歌
学
大
系
第
一
巻
捌
頁
、
［
］
内
は
割
注
）
の
傍
注

へ

10
…

異
本
で
は
「
通
俊
卿
判
云
」
で
、
「
或
本
」
に
一
致
。

異
本
（
こ
こ
で
は
歌
学
大
系
底
本
）
で
は
「
右
大
弁
」
の
三
字
が
な
く
、
「
イ
本
」
に
一
致
。

ｌ

異
本
は
こ
の
箇
所
「
春
に
な
り
て
よ
る
づ
の
諸
烏
の
や
は
ら
ぎ
な
く
な
る
べ
し
」
と
あ
り
、
「
或
本
」
と
一
致
し
て
い
る
。

…
」
（
捌
頁
）

＊
「
俊
卿
或
本
」

＊
「
イ
本
無
」

剛
「
モ
、
チ
ド
リ
サ
ヘ
ヅ
ル
ハ
ル
ハ
モ
ノ
ゴ
ト
ニ
ァ
ラ
タ
マ
レ
ド
モ
ワ
レ
ゾ
フ
リ
ュ
ク
」
歌
注
（
捌
頁
）
末
尾
「
春
ニ
ナ
リ
テ
ョ

ー

ロ
ヅ
ノ
ト
リ
ノ
ヤ
ハ
ラ
ギ
ナ
ク
ナ
ル
ベ
シ
」
の
「
ト
リ
」
に
傍
注

＊
「
諸
鳥
或
本
」

の
傍
記
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以
上
、
冗
長
な
が
ら
一
つ
一
つ
注
記
を
検
討
し
て
き
た
が
、
尊
経
閣
本
に
見
え
る
「
或
本
」
等
の
異
文
注
記
が
総
体
と
し
て
現
在
の
異

本
に
近
し
い
本
と
の
校
合
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
繁
雑
を
恐
れ
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
細

か
い
異
文
注
記
の
う
ち
、
異
本
と
対
照
可
能
な
も
の
は
高
い
確
率
で
異
本
の
本
文
に
一
致
す
る
こ
と
も
付
言
し
う
る
。
前
述
の
通
り
尊
経

閣
本
の
異
文
注
記
は
複
数
の
本
と
の
校
合
の
累
積
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
だ
が
、
顕
著
な
形
態
の
違
い
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
現
存
の
一

伝
本
で
あ
る
異
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
ば
ら
ば
ら
の
伝
本
の
特
徴
の
寄
せ
集
め
な
の
で
は
な
く
、
現
在
の
異
本
に
近
い
系
統

の
本
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
の
痕
跡
が
尊
経
閣
本
に
累
積
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
伝
本
の
異
文
情
報
の
中
で
強
い
光
を
放
っ
て
い
る
の
だ
と

解
釈
す
る
こ
と
を
助
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ま
仮
に
こ
の
仮
想
の
本
を
「
或
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
現
在
の
異
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
異
本

は
、
後
述
す
る
通
り
「
或
本
」
よ
り
も
一
層
流
布
本
と
は
隔
た
っ
た
形
態
を
持
つ
本
を
さ
ら
に
後
人
が
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

流
布
本
と
異
本
と
の
間
を
仲
介
す
る
よ
う
な
本
文
の
情
報
が
得
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。
特
に
異
本
は
現
在

の
と
こ
ろ
零
本
で
あ
り
（
新
資
料
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
流
布
本
の
巻
三
か
ら
巻
六
に
掛
け
て
は
「
或
本
」
の
情
報
が
重
要
性
を
増

す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
右
の
１
～
４
）
。
ま
た
、
例
（
３
）
で
見
た
通
り
「
或
本
」
が
範
兼
自
身
の
手
に
な
る
本
と
考
え
ら
れ
る
こ

（
過
）
Ⅷ
「
ア
ク
ル
マ
デ
マ
チ
カ
ネ
ヤ
マ
ノ
ホ
ト
、
ギ
ス
ケ
フ
モ
キ
カ
デ
ヤ
、
マ
ム
ト
ス
ラ
ム
」
歌
注
、
「
左
周
防
内
侍
右
顕
綱
、
帥
大

納
言
ノ
判
二
左
方
…
」
（
棚
頁
）

＊
「
四
字
或
本
無
」

異
本
は
「
帥
大
納
言
ノ
」

ナ
シ
で
「
或
本
」
に
一
致
。
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異
本
の
書
陵
部
本
は
歌
学
大
系
解
題
が
初
め
て
紹
介
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
「
草
稿
本
」
、
流
布
本
を
「
精
撰
本
」
と
位
置
付
け
た
上
、

両
者
の
組
織
編
成
の
違
い
を
詳
し
く
書
き
上
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
解
題
に
は
な
ぜ
久
曽
神
氏
が
異
本
を
流
布
本
よ
り
先
行
す
る
形
態

と
認
定
さ
れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
時
節
部
が
異
常
に
肥
大
し
た
異
本
の
姿
が
、
各
部
を
お
お
む
ね
均
等
に
分
割
す

る
流
布
本
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
未
整
理
な
も
の
と
映
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
感
覚
的
に
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、

滝
沢
氏
の
批
判
が
出
て
論
拠
と
し
て
の
力
は
失
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
滝
沢
氏
に
よ
れ
ば
異
本
が
各
部
か
ら
季
節
に
関
わ

る
素
材
を
か
き
集
め
て
時
節
部
に
部
類
し
て
い
る
の
は
、
堀
河
百
首
題
・
永
久
百
首
題
の
秩
序
に
基
づ
く
童
蒙
抄
の
新
た
な
便
覧
化
を
図

っ
た
改
編
行
為
の
結
果
な
の
で
あ
っ
た
。

滝
沢
氏
の
論
証
は
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
れ
に
従
い
た
い
。
し
か
し
問
題
は
そ
こ
で
は
終
わ
ら
な
い
と
思
う
。
歌
学
大
系
解

と
は
、
異
本
の
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
流
布
本
の
祖
本
を
書
写
し
た
印
雅
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
顕
昭
が
「
或
本
」
系
統
の
童
蒙
抄
を
も
披
見
し
て
い
た
こ
と
が
判

（
１
）

明
す
る
こ
と
か
ら
、
流
布
本
に
「
或
本
」
が
校
合
さ
れ
た
の
は
印
雅
の
元
久
三
年
の
校
合
の
折
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
い
。
奥
書

に
は
ほ
か
に
別
の
本
に
よ
る
校
合
の
履
歴
が
見
当
た
ら
な
い
の
も
消
極
的
な
が
ら
こ
れ
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
す
が
、
流
布
本
は
本
来
の
親
本
に
別
の
童
蒙
抄
を
校
合
し
、
そ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
本
な
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
流

布
本
に
異
本
的
な
要
素
が
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
た
め
に
童
蒙
抄
の
成
立
過
程
に
関
わ
る
興
味
深

い
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
を
確
認
し
、
異
本
の
位
置
付
け
に
移
り
た
い
。

五
、
異
本
の
検
討
二
）
特
有
歌
に
つ
い
て
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題
は
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
「
そ
の
主
な
る
相
違
は
、
排
列
順
序
の
変
更
な
ど
の
み
で
、
内
容
は
殆
ど
一
致
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
し
、

滝
沢
氏
も
「
注
解
の
本
文
自
体
に
は
殆
ど
相
違
が
認
め
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
な
誤
写
や
数
文
字
程
度
の
表
現
の
差
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
は
管
見
に
及
ん
だ
通
常
本
の
間
に
見
ら
れ
る
範
囲
と
同
程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
は
、
項

目
の
大
幅
な
移
動
と
、
少
数
の
引
用
歌
の
順
序
の
変
更
の
み
で
あ
る
と
い
え
る
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
両
者
に
は
ほ
と
ん
ど
内
容

に
違
い
が
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
例
え
ば
新
編
国
歌
大
観
の
書
陵
部
本
に
よ
る
追
補
部
分
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
異
本
に
は

十
八
首
の
特
有
歌
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
の
異
本
は
巻
三
か
ら
六
ま
で
を
欠
く
零
本
な
の
だ
か
ら
、
本
来
は
も
う
少
し
特
有
歌

が
多
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
簡
単
に
無
視
し
て
よ
い
数
字
と
は
思
わ
れ
な
い
（
な
お
、
流
布
本
に
あ
っ
て
異
本
に
は
欠
け
て

い
る
和
歌
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
異
本
が
十
八
首
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
）
。
本
稿
で
は
そ
の
差
異
に
注
目
し
、
さ

き
の
流
布
本
の
検
討
と
合
わ
せ
て
童
蒙
抄
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

異
本
は
今
の
所
翻
刻
な
ど
が
な
い
が
、
異
本
特
有
歌
に
は
ど
の
よ
う
な
注
が
付
い
て
い
る
の
か
だ
け
は
ま
と
め
て
情
報
を
提
示
し
て
お

く
方
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
特
有
歌
の
す
べ
て
と
そ
の
注
文
を
掲
げ
て
お
く
。

（
マ
マ
）

Ⅷ
水
の
上
に
よ
る
べ
さ
だ
め
ぬ
う
き
草
も
こ
の
は
な
が
れ
て
お
ひ
に
く
ら
な
れ
（
剛
の
次
）

（
マ
マ
）

近
江
の
み
や
す
と
よ
人
さ
う
し
に
て
宮
は
な
と
い
ふ
題
を
あ
は
せ
け
る
に
よ
め
る
な
り
。

脱
見
え
ず
と
も
た
れ
こ
ひ
ざ
ら
ん
山
の
は
に
い
さ
よ
ふ
月
を
よ
そ
に
み
て
し
か
（
岨
の
前
、
た
だ
し
こ
の
辺
り
順
序
乱
れ
る
）
。

万
葉
第
三
に
有
。
い
さ
よ
ふ
と
は
不
知
夜
と
ぞ
か
き
た
る
。
さ
れ
ば
よ
を
ふ
る
こ
と
を
し
ら
ず
と
い
ふ
こ
こ
ろ
か
。

胴
は
し
き
や
し
ま
ぢ
か
き
こ
と
の
き
み
魁
む
と
お
ほ
の
び
に
か
も
月
の
て
り
た
る
（
肥
の
次
）

ハ
シ
キ
ヤ
シ

同
に
有
。
は
し
き
や
し
と
は
よ
し
と
い
ふ
歎
。
愛
也
思
と
か
け
り
。
い
つ
く
し
と
も
云
欺
。
よ
し
や
よ
し
は
な
れ
ぬ
さ
と
の
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Ⅷ
ひ
る
は
せ
き
よ
る
は
こ
ひ
ぬ
る
ね
ぶ
り
の
き
君
の
み
み
む
と
我
さ
へ
に
み
む
（
畑
の
次
、
項
目
「
合
歓
木
」
）

万
第
八
に
あ
り
。

卿
か
く
し
つ
斡
術

「
篠
」
と
す
る
）

き
み
き
ぬ
と
お
ほ
の
び
に
か
も
月
の
て
れ
る
は
、
是
上
の
歌
と
お
な
じ
歌
な
り
。
お
ほ
の
ぴ
に
と
は
ゆ
た
か
に
し
づ
か
な
り

ヲ
ホ
ノ
ビ

と
い
ふ
な
り
。
大
能
備
に
と
か
け
り
。
是
江
都
督
説
な
り
。

脳
天
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
か
す
が
な
る
み
か
さ
の
山
に
い
で
し
月
か
げ
（
賂
の
次
）
。

古
今
第
九
に
有
。
仲
丸
が
も
る
こ
し
に
も
の
な
ら
ひ
に
ま
か
り
わ
た
り
て
、
こ
の
く
に
へ
か
へ
ら
む
と
て
明
州
と
い
ふ
所
に

カ
ス
ガ

て
船
に
の
る
と
て
月
を
み
て
よ
め
る
な
り
。
ふ
り
さ
け
と
は
ふ
り
あ
ふ
ぎ
と
い
ふ
也
。
春
日
と
か
け
り
。

脇
わ
が
心
な
ぐ
さ
め
か
れ
つ
さ
ら
し
な
や
を
ば
す
て
山
に
て
る
月
を
み
て
（
脳
の
次
）

古
今
第
十
七
に
有
。
委
見
大
和
物
語
。
つ
れ
の
こ
と
な
れ
ば
か
国
ず
。

卿
秋
山
に
き
ば
む
こ
の
は
の
う
つ
る
は
ず
か
は
る
か
、
や
秋
を
み
ま
ほ
し
み
せ
ん
（
側
の
次
、
た
だ
し
項
目
が
「
黄
葉
」
と
な
る
）

万
第
八
に
有
。
き
ば
む
と
よ
め
り
。

師
さ
よ
ふ
け
て
こ
ろ
も
し
で
う
つ
音
き
け
ば
い
そ
が
ぬ
人
も
ね
ら
れ
ざ
り
け
り
（
皿
の
次
、
た
だ
し
項
目
が
「
檮
衣
」
と
な
る
）

後
拾
遺
第
五
に
有
。
伊
勢
大
輔
歌
也
。
し
で
う
つ
と
は
さ
げ
う
つ
と
い
ふ
に
や
。
と
か
く
申
す
こ
と
な
り
。

蝿
や
ま
だ
も
る
秋
の
か
り
ほ
に
を
く
露
は
い
な
お
ほ
せ
鳥
の
涙
成
け
り
（
師
の
次
、
た
だ
し
項
目
が
「
稲
負
鳥
」
と
な
る
）

古
今
第
五
に
有
。
忠
峯
歌
な
り
。

Ⅷ
か
く
し
つ
薗
猶
や
お
ひ
な
ん
み
ゆ
き
ふ
る
お
ふ
あ
ら
き
の
鷺
さ
麓
な
ら
な
く
に
（
棚
の
前
、
た
だ
し
こ
の
二
首
を
ま
と
め
て
項
目

万
第
七
に
あ
り
。
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疑開抄と和歌童蒙抄（下）（浅田）

．
Ⅷ
し
ま
し
く
も
ひ
と
り
あ
り
う
る
も
の
に
あ
れ
や
し
ま
の
む
ろ
の
木
は
な
れ
て
あ
ら
ん
（
剛
の
次
、
項
目
「
樫
」
）

万
十
五
に
あ
り
。
し
ま
し
く
と
は
さ
ま
あ
し
く
も
と
い
ふ
に
や
。
又
も
の
い
は
で
と
い
ふ
な
り
と
も
。

（
マ
マ
）

・
蝿
も
の
の
ふ
の
や
そ
を
と
め
ど
ひ
く
み
と
よ
む
て
ら
井
の
う
へ
の
か
た
か
し
の
花
（
鮒
の
次
、
項
目
「
橿
」
）

鯛
は
る
さ
れ
ば
わ
き
つ
の
さ
と
の
か
は
と
に
は
あ
ゆ
こ
さ
ぱ
し
る
君
待
が
て
に
（
剛
の
次
）

同
に
あ
り
。
あ
ゆ
こ
さ
ば
し
る
と
よ
め
り
。

州
あ
り
そ
海
の
う
ら
め
し
く
こ
そ
お
も
ほ
ゆ
れ
う
た
が
ひ
を
の
み
人
の
ひ
ろ
へ
ば
（
蝋
の
次
、
以
下
計
五
首
は
項
目
「
貝
」
）

六
帖
に
あ
り
。
躬
恒
が
歌
な
り
。

脇
い
せ
の
あ
ま
の
あ
さ
な
夕
な
に
か
づ
く
て
ふ
あ
は
び
の
か
ひ
の
か
た
思
に
し
て
（
州
の
次
）

（
マ
マ
）

万
十
一
に
あ
り
。
か
づ
く
と
は
海
に
い
り
と
り
す
る
を
云
也
。
あ
は
ぴ
の
か
ひ
は
こ
う
の
み
か
た
つ
か
た
に
つ
き
た
る
よ
り

て
、
か
た
思
と
は
云
な
り
。

州
伊
勢
の
海
の
な
ぎ
さ
に
よ
す
る
う
つ
せ
が
ひ
む
な
し
た
の
み
に
よ
を
つ
く
し
つ
る
（
蜥
の
次
）

六
帖
に
あ
り
。
貫
之
歌
也
。
う
つ
せ
が
ひ
み
も
な
き
と
い
へ
ぱ
、
む
な
し
き
こ
と
に
よ
そ
ふ
る
也
・

州
い
と
ま
あ
ら
ば
ひ
ろ
ひ
に
ゆ
か
ん
住
吉
の
岸
に
あ
り
て
ふ
こ
ひ
わ
す
れ
が
ひ
（
州
の
次
）

同
に
あ
り
。
わ
す
れ
と
い
ふ
貝
の
あ
る
な
り
。

州
か
ひ
す
ら
も
い
も
せ
ぞ
な
く
て
あ
る
も
の
を
う
つ
し
人
に
て
わ
が
ひ
と
り
ぬ
る
（
州
の
次
）

か
ひ
は
、
ふ
た
お
ほ
い
を
め
が
ひ
、
を
が
ひ
と
云
な
り
。

（
注
ナ
シ
）
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右
の
五
首
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
童
蒙
抄
内
部
で
の
重
出
歌
が
三
首
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
帥
は
Ｗ
と
、
脇
は
卯
と
、

剛
は
肌
と
重
複
し
て
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
糊
は
歌
の
重
出
は
な
い
が
、
「
い
さ
さ
め
」
の
注
は
剛
に
も
あ
る
。
棚
に
つ
い
て
は

類
似
の
注
も
な
い
が
、
袖
中
抄
が
「
サ
ク
ラ
ア
サ
」
の
項
目
に
諸
説
を
引
用
し
て
い
な
が
ら
童
蒙
抄
に
触
れ
て
い
な
い
の
は
興
味
深
い
。

顕
昭
は
基
本
的
に
は
流
布
本
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
引
用
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
あ
る
い
は
顕
昭
の
み
た
流
布
本
系
本
文
に
は
伽

は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
、
異
本
に
な
い
歌
五
首
の
う
ち
三
首
が
重
出
歌
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
あ
り
得
ず
、
常
識

的
に
考
え
れ
ば
異
本
は
重
出
歌
を
整
理
し
た
形
態
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
方
、
前
掲
の
異
本
だ
け
に
あ
る
十
八
首
を
見
て
行
く
と
、
こ
れ
も
増
補
を
思
わ
せ
る
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
各
部
・
各
項
目
の

末
尾
に
存
在
す
る
ケ
ー
ス
が
目
に
付
く
の
で
あ
る
。
Ⅷ
～
伽
は
木
部
の
末
尾
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
し
、
蝋
～
州
に
よ
っ
て

以
上
が
異
本
特
有
歌
で
あ
る
。
逆
に
異
本
に
は
存
し
な
い
歌
も
あ
る
。
前
述
の
通
り
異
本
は
流
布
本
と
大
幅
に
編
成
が
異
な
り
、
か
つ

上
中
下
三
巻
の
う
ち
中
巻
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
現
存
の
異
本
に
見
え
な
く
て
も
実
は
欠
落
部
分
に
移
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
だ

が
、
と
り
あ
え
ず
現
存
部
分
で
見
る
限
り
と
い
う
条
件
付
き
で
以
下
に
掲
げ
よ
う
。

（
マ
マ
）

・
帥
シ
モ
ノ
ウ
ヘ
ニ
ア
ラ
レ
タ
バ
シ
リ
イ
ヤ
マ
シ
ニ
ア
ラ
レ
マ
ヰ
コ
ム
ト
シ
ノ
ヲ
ナ
ガ
ク

・
筋
シ
ハ
ス
ニ
ハ
ア
ハ
ユ
キ
フ
ル
ト
シ
ラ
ヌ
カ
モ
ム
メ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ッ
ボ
メ
ラ
ズ
ト
モ

．
Ⅷ
イ
サ
サ
メ
ニ
ヲ
モ
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
タ
ゴ
ノ
ウ
ラ
ニ
サ
ケ
ル
フ
ヂ
ナ
ミ
ヒ
ト
ョ
ヘ
ニ
ケ
リ

・
伽
サ
ク
ラ
ア
サ
ノ
オ
フ
ノ
シ
タ
ク
サ
ッ
ユ
シ
ア
ラ
バ
ア
カ
シ
テ
ユ
カ
ム
ヲ
ヤ
ハ
シ
ル
ト
モ

・
間
ユ
キ
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
ル
ハ
キ
ニ
ケ
リ
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
ホ
レ
ル
ナ
ミ
ダ
イ
マ
ヤ
ト
ク
ラ
ム
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形
成
さ
れ
る
「
貝
」
部
も
魚
貝
部
（

き
ず
（
後
述
）
、
剛
「
黄
葉
」
〃

興
味
深
い
の
は
Ⅷ
「
薄
」
で
あ
る
。

前
述
し
た
通
り
こ
こ
（
歌
学
大
寺

拝
草
部
早
苗
下

糊
夏
の
池
に
よ
る
べ
さ
だ
め
ぬ
う
き
草
は
み
づ
よ
り
外
に
行
か
た
も
な
し

延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌
合
の
第
廿
三
番
に
左
に
て
興
風
が
よ
め
る
な
り
。
う
き
草
は
ね
も
な
く
て
う
か
れ
あ
り
く
な
り
。
晋
司

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

馬
詩
日
、
沈
々
江
漢
捧
、
瓢
蕩
永
無
根
云
々
。

（
マ
マ
）

Ⅷ
水
の
上
に
よ
る
べ
さ
だ
め
ぬ
う
き
草
も
こ
の
は
な
が
れ
て
お
ひ
に
く
ら
な
れ

（
マ
マ
）

近
江
の
み
や
す
と
よ
人
の
さ
う
し
に
て
宮
は
な
と
い
ふ
題
を
あ
は
せ
け
る
に
よ
め
る
な
り
。

棚
ナ
ッ
ノ
イ
ケ
ニ
ョ
ル
ベ
サ
ダ
メ
ヌ
ウ
キ
ク
サ
ハ
ミ
ヅ
ョ
リ
ホ
カ
ニ
ユ
ク
カ
タ
モ
ナ
シ

或
本
云
、
延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌
合
ノ
第
廿
三
番
二
左
ニ
テ
興
風
ガ
ョ
メ
ル
ナ
リ
。
ウ
キ
ク
サ
ハ
ネ
モ
ナ
ク
テ
ウ
カ
レ
ア
リ
ク
ナ

（
マ
マ
）

リ
。
晋
司
馬
戯
詩
日
、
汎
々
江
漢
捧
、
瓢
蕩
永
無
根
。

［
異
本
］

［
流
布
本
］拝

「
貝
」
部
も
魚
貝
部
の
末
尾
に
当
た
っ
て
い
る
。
伽
～
脇
の
月
歌
は
両
系
統
の
歌
順
が
大
き
く
異
な
る
の
で
単
純
に
比
較
で

、
剛
「
黄
葉
」
師
「
檮
衣
」
蝿
「
稲
負
烏
」
は
そ
れ
ぞ
れ
歌
一
つ
で
一
項
目
を
成
し
て
い
る
の
で
判
断
が
で
き
な
い
が
、

（
歌
学
大
系
猫
頁
）

は
流
布
本
内
部
に
「
或
本
」
か
ら
の
増
補
が
認
め
ら
れ
る
部
分
で
あ
っ
た
。
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流
布
本
の
本
来
の
親
本
に
は
糊
は
無
く
（
従
っ
て
「
拝
」
の
項
目
も
な
く
）
、
「
或
本
」
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
当
初
歌
だ
け
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
注
が
な
か
っ
た
の
を
、
「
或
本
」
か
ら
補
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
卿
は
補
わ

れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
「
或
本
」
に
は
胴
は
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
「
拝
」
の
項
目
は
、
ナ
シ
ま
た
は
剛
歌

の
み
（
流
布
本
柤
本
）
↓
棚
あ
る
い
は
そ
の
注
の
み
増
補
（
或
本
）
↓
Ⅷ
増
補
（
異
本
）
の
順
で
成
長
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
或
本
」
が
異
本
と
近
い
要
素
を
持
っ
て
お
り
、
か
つ
流
布
本
祖
本
よ
り
後
の
形
態
か
と
思
わ
れ
る
の
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
異
本
の

持
つ
特
有
歌
な
ど
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
童
蒙
抄
の
成
立
に
は
ま
ず
こ
の
三
段
階
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

異
本
の
形
態
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
の
は
誰
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
右
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
結
論
が
出
し
に
く
い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
重
要

に
な
る
の
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
疑
開
抄
と
の
関
係
で
あ
る
。
前
稿
に
述
べ
た
通
り
、
疑
開
抄
は
童
蒙
抄
の
主
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
疑
開
抄
に
は
童
蒙
抄
異
本
特
有
歌
を
対
象
と
す
る
注
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伊
達
文
庫
蔵
「
松
が
浦
嶋
」
の
抄
出

か
ら
引
用
し
よ
う
（
疑
開
抄
の
注
番
号
は
前
稿
で
付
し
た
も
の
）
。

ほ
か
に
鞘
「
か
く
ら
く
と
は
、
か
く
る
、
と
い
ふ
也
」
は
流
布
本
別
歌
、
塊
「
す
だ
く
と
は
、
い
で
い
り
す
と
い
ふ
也
。
な
く
と
も
い

ふ
」
は
流
布
本
銘
の
歌
の
注
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
本
に
し
か
な
い
注
文
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
異
本
増
補
歌
が
本
来
の
部
分
と
同
じ
く

・
輔
い
さ
よ
ふ
と
は
、
よ
を
ふ
る
を
い
ふ
な
り
。
又
よ
を
ふ
る
事
を
し
ら
ず
と
も
い
ふ
。
（
童
哩

・
別
ふ
り
さ
け
と
は
、
ふ
り
あ
ふ
ぐ
と
い
ふ
也
。
（
童
捌
）

．
Ｗ
し
で
う
つ
と
は
、
し
と
ノ
ー
と
う
つ
と
い
ふ
也
。
（
童
肺
、
た
だ
し
注
は
異
な
る
）

。
Ⅲ
あ
ま
の
か
づ
く
と
は
、
海
の
そ
こ
に
い
る
を
い
ふ
。
（
童
陥
）
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異
本
特
有
歌
の
入
っ
て
い
る
位
置
（
流
布
本
が
×
の
箇
所
）
を
含
め
て
、
異
本
が
疑
開
抄
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
異
本
の
増
補
は
本
来
の
部
分
と
無
関
係
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
流
布
本
の
編
集
作
業
が
疑
開
抄
か
ら
の
抄
出
を
基
盤

に
し
て
い
る
こ
と
を
熟
知
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
継
承
す
る
意
図
を
持
っ
た
人
間
で
な
く
て
は
行
え
な
い
種
類
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

（
２
）

は
範
兼
本
人
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
り
、
異
本
の
原
態
（
改
編
前
）
も
範
兼
の
手
に
な
る
も
の
と
推
定
し
た
い
。

童
蒙
抄
の
現
在
の
姿
は
、
決
し
て
完
成
形
態
で
は
な
い
。
歌
の
み
掲
げ
て
注
が
空
白
で
あ
る
箇
所
、
目
録
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
に

実
際
に
は
存
在
し
な
い
項
目
、
ま
た
は
見
出
し
の
み
掲
げ
て
何
行
分
か
の
空
白
が
取
っ
て
あ
る
箇
所
も
稀
で
は
な
い
。
異
本
が
「
貝
」
部

、
、

五
首
を
増
設
し
て
い
る
の
も
、
実
は
流
布
本
目
録
に
は
す
で
に
実
体
を
伴
わ
な
い
ま
ま
「
貝
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
こ
れ

こ
れ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
部
を
見
よ
」
と
言
う
よ
う
な
参
照
指
示
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
実
際
に
は
存
在
し
て
い
な
い
部
門
も
あ
る
。

範
兼
の
百
科
事
典
た
る
本
書
（
漢
籍
の
類
書
の
構
造
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
川
瀬
氏
が
早
く
指
摘
し
て
お
ら
れ
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
）

は
、
部
門
の
拡
張
と
充
填
を
不
断
に
繰
り
返
し
て
成
長
し
続
け
る
の
が
本
意
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

疑
開
抄
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
の
は
、
等
質
の
編
集
作
業
の
継
続
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
だ
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

特
に
、
「
月
」
の
項
目
に
つ
い
て
興
味
深
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
疑
開
抄
・
異
本
・
流
布
本
の
歌
順
を
対
照
し
て
掲
げ
よ
う
（
異
本
は

月
部
の
最
初
か
ら
仮
に
番
号
を
振
る
）
。
×
は
ナ
シ
で
あ
る
。

流異疑
布本開
本抄

×146

17347

18448

21749

29850

x1051

331752

I
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し
か
し
、
実
は
こ
れ
は
和
歌
童
蒙
抄
の
写
本
で
あ
り
、
巻
六
抑
「
網
子
」
（
馴
頁
）
か
ら
同
巻
末
尾
ま
で
の
断
片
な
の
で
あ
る
（
末
尾

近
く
に
一
丁
落
丁
が
あ
る
）
。
項
目
の
配
列
は
流
布
本
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
異
本
で
は
時
節
部
の
夏
に
移
さ
れ
て
い
る
棚
「
照
射
」
（
卿

頁
）
が
流
布
本
と
同
じ
位
置
に
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
現
在
の
異
本
の
形
態
と
は
違
う
こ
と
は
確
認
で
き
る
（
巻
六
は
異
本
欠
落
部
で

ま
た
「
無
名
再
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
松
宮
旧
蔵
（
現
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
歌
書
の
中
に
「
部
類
和
歌
集
」
な
る
整
理
書
名
の
全
五
十
三
丁
か
ら
な
る
江
戸
期
の
写
本
が

あ
る
。
私
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
本
（
Ｃ
別
）
で
見
た
だ
け
な
の
で
書
誌
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
本

来
は
無
題
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
仮
の
題
篭
に
「
分
類
和
歌
無
名
再
調
」
と
書
き
、
鉛
筆
で
「
分
」
を
消
し
て
「
部
」
に
改
め
、

ま
た
「
無
名
再
調
」
は
鉛
筆
で
斜
線
を
引
い
て
抹
消
し
て
あ
る
。
仮
題
を
付
け
た
上
で
題
名
を
再
調
査
し
よ
う
と
し
て
結
局
不
明
で
あ

現
在
の
異
本
は
堀
河
題
な
ど
に
よ
っ
て
時
節
部
が
異
常
に
膨
れ
上
が
っ
た
形
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
本
来
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
滝
沢
氏
が
詳
し
く
論
証
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
改
編
行
為
を
含
め
れ
ば
童
蒙
抄
の
成
立
は
四
段
階
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
滝
沢
氏
は
そ

の
改
編
者
に
つ
い
て
「
再
構
成
本
の
識
語
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
再
構
成
者
は
範
兼
自
身
で
あ
り
、
仁
平
以
往
の
年
代
か
ら
す
れ
ば
、
二
条

天
皇
へ
こ
の
本
を
進
講
し
た
事
も
想
像
で
き
よ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
異
本
の
識
語
に
は
範
兼
自
身
の
再
構
成
を
記
し
た
よ
う
な

（
３
）

文
言
は
見
当
た
ら
ず
（
「
刑
部
卿
藤
原
範
兼
卿
仁
平
以
往
所
抄
也
」
と
あ
る
の
み
）
、
そ
の
論
拠
に
は
疑
問
を
覚
え
る
。
右
に
見
て
き
た
範

兼
の
本
書
拡
充
の
歩
み
を
考
え
る
と
、
百
科
事
典
と
し
て
の
秩
序
・
構
造
を
根
本
的
に
崩
し
て
し
ま
う
よ
う
な
現
在
の
異
本
の
形
態
が
範

兼
自
身
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
堀
河
百
首
題
の
配
列
を
基
に
実
用
的
に
改
編
さ
れ
た
作
品
の
存
在
に
つ
い
て

（
４
）

は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
系
列
に
加
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
作
者
自
身
は
関
与
し
な
か
っ
た
改
編
と
考
え
た
い
。

六
、
異
本
の
検
討
（
二
）
「
部
類
和
歌
集
」
に
つ
い
て

I
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（
３
）
は
単
な
る
誤
写
に
よ
る
異
同
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
の
歌
は
「
古
歌
」
と
注
に
あ
り
、
出
典
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
原
典
に
当
た
り
直
し
て
本
文
を
訂
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
大
き
く
歌
句
が
変
わ
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
山
田
洋
嗣
氏
は
こ
の
種
の
歌
は
範
兼
が
自
ら
故
事
に
適
合
す
る
よ
う
な
歌
を
新
作
し
て
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る
の
で
は
な

（
５
）

い
か
と
い
う
考
え
を
提
示
し
て
お
ら
れ
、
も
し
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
こ
の
例
は
範
兼
が
自
作
を
推
敲
し
て
い
た
こ
と
の
例
に
な
る
の
か
も

（
２
）
は
有
名
な
歌
な
の
毒

否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

あ
り
、
こ
の
部
分
で
異
本
と
対
照
可
能
な
の
は
こ
の
一
条
の
み
で
あ
る
）
。

と
こ
ろ
が
、
本
文
を
校
合
し
て
み
る
と
流
布
本
と
の
違
い
が
目
立
ち
、
異
本
系
の
写
本
な
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
現
在
の
形
態
に
改
編
さ
れ
て
し
ま
う
前
の
（
流
布
本
と
基
本
的
に
同
じ
構
造
の
）
異
本
の
姿
を
伝
え
る
唯
一
の
伝
本
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
断
簡
で
は
あ
る
が
紹
介
し
て
お
く
わ
け
で
あ
る
。

同
本
の
大
き
な
特
徴
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
（
１
）
流
布
本
棚
「
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ウ
ラ
シ
マ
ノ
コ
ガ
ッ
リ
舟
ハ
ヲ
ナ
ジ
ウ
ラ
ニ
ゾ
ミ
ト
セ

コ
グ
テ
フ
」
（
捌
頁
）
と
そ
の
注
を
欠
く
。
（
２
）
流
布
本
が
見
出
し
の
み
掲
げ
て
一
面
空
白
と
す
る
「
仏
」
の
項
目
（
捌
頁
）
に
「
阿
褥

多
羅
三
謨
三
菩
提
の
仏
立
我
た
つ
そ
ま
に
み
や
う
が
あ
ら
せ
た
ま
へ
」
歌
が
あ
る
（
た
だ
し
注
は
な
く
一
行
空
白
と
す
る
）
。
（
３
）
流
布

本
砺
「
カ
ミ
ノ
マ
ス
ハ
ヤ
セ
ニ
シ
ノ
ブ
カ
ラ
フ
ネ
ノ
ヲ
ト
ニ
タ
テ
ジ
ト
ッ
、
ム
ワ
リ
ナ
サ
」
（
捌
頁
）
歌
が
「
神
の
ま
す
た
か
も
の
ふ
れ

を
さ
す
さ
ほ
の
お
と
に
た
て
じ
と
つ
菌
む
わ
り
な
さ
」
（
二
句
は
「
た
か
せ
の
ふ
れ
を
」
の
誤
写
か
）
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
で
棚
が
な
い
の
は
一
見
流
布
本
の
方
が
増
補
し
た
か
に
見
え
な
く
も
な
い
が
、
実
は
こ
こ
は
「
玉
匡
」
の
項
目
で
あ
る
の
に
直

前
の
浦
島
子
伝
の
話
に
引
き
ず
ら
れ
て
箱
の
出
て
こ
な
い
歌
を
掲
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
気
付
い
て
削
っ
た
の
が
「
部

類
和
歌
集
」
の
形
だ
と
見
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
は
有
名
な
歌
な
の
で
書
写
の
過
程
で
誰
か
が
補
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
な
く
も
な
い
。
し
か
し
範
兼
の
所
為
で
あ
る
こ
と
を
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と
こ
ろ
で
、
異
本
に
特
有
な
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
（
目
録
で
は
な
く
、
本
文
中
の
）
の
下
に
小
字
で
、
そ
れ
が
本
来
ど

こ
に
あ
る
べ
き
項
目
か
を
記
す
注
記
（
本
文
と
同
筆
）
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
蕨
草
部
春
草
下
」
「
五
月
雨
第
一
巻

春
雨
下
」
「
百
千
鳥
鳥
部
第
二
番
歌
な
り
」
「
立
秋
第
二
巻
秋
部
早
秋
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
異
本
（
書
陵
部
本
）
の
上
巻

（
巻
二
ま
で
）
に
は
丁
寧
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
下
巻
で
は
一
か
所
に
し
か
見
え
な
い
が
、
異
本
は
各
部
か
ら
時
節
に
関
わ

異
本
を
「
草
稿
本
」
と
見
た
久
曽
神
氏
に
対
し
、
滝
沢
氏
が
そ
れ
を
否
定
す
る
た
め
に
挙
げ
た
論
拠
の
一
つ
は
、
異
本
の
各
巻
頭
に
据

え
ら
れ
た
目
録
が
流
布
本
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
説
得
力
の
あ
る
批
判
で
あ
り
、
異
本
が
本
来
流
布
本

と
同
様
の
編
成
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
場
合
、
異
本
は
内
容
的
に
増
補
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
各

巻
頭
の
目
録
が
異
本
特
有
の
項
目
名
を
持
た
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
内
容
が
加
え
ら
れ
る
度
ご
と
に
は
目
録
の
方
ま
で
手
を
入
れ

な
か
っ
た
た
め
に
不
整
合
が
起
こ
っ
た
も
の
か
と
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
逆
に
こ
の
こ
と
を
以
て
、
改
編
が
加
え
ら
れ
た
時
の
異
本
に

は
ま
だ
異
本
特
有
項
目
が
な
か
っ
た
の
だ
と
推
論
す
る
こ
と
は
、
前
節
で
確
認
し
た
こ
れ
ら
の
項
目
の
持
つ
性
格
か
ら
見
て
適
切
で
は
な

か
ろ
う
。

「
部
類
和
歌
集
」
は
本
文
の
細
か
い
所
で
も
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
ま
り
に
小
さ
な
断
片
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
以
上
憶
測
を
重
ね
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
完
本
か
ら
物
理
的
原
因
に
よ
っ
て
脱
落
し
て
断
簡
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
残
余

の
部
分
の
出
現
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

し
れ
な
い
。
た
だ
し
山
田
氏
の
説
の
当
否
に
は
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
（
童
蒙
抄
の
編
集
に
つ
い
て
の
別
稿
を
立
て
て
そ
こ
で
論
じ
た

い
）
０

七
、
異
本
の
検
討
（
三
）
流
布
本
と
の
接
触

１
１
１
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る
項
目
を
時
節
部
に
集
合
さ
せ
た
本
な
の
で
、
巻
三
以
降
は
所
々
本
来
の
項
目
が
間
引
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
大
き
な
順
序
の
相
違
は

な
い
た
め
に
省
略
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
注
記
は
一
つ
一
つ
検
討
し
て
み
る
と
、
間
違
い
な
く
流
布
本
の
形
態
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
所
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
滝
沢
氏
は
こ
の
注
記
を
書
陵
部
本
奥
書
の
「
此
抄
三
帖
、
以
准
后
本
為
氏
自
筆
、
仰
宣
胤
卿
光
忠
等
写
之
。
二
度

加
校
合
。
尤
可
秘
蔵
者
也
」
と
関
係
づ
け
ら
れ
、
こ
の
校
合
の
際
に
「
通
常
本
と
の
位
置
の
違
い
に
気
付
い
て
」
書
き
入
れ
た
も
の
か
と

推
測
し
て
お
ら
れ
る
。
奥
書
の
「
二
度
加
校
合
」
と
は
「
准
后
本
」
を
書
写
し
た
後
に
二
度
ま
で
親
本
と
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
疎
漏
の

な
い
よ
う
に
努
め
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
滝
沢
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
通
常
本
」
（
流
布
本
）
と
の
校
合
を
述
べ
て
い
る
奥
書
で

は
な
い
と
思
う
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
こ
れ
ら
の
注
記
が
流
布
本
を
参
照
し
つ
つ
異
同
を
記
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
点
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
異
本
の
改
編
者
が
自
ら
改
編
前
の
形
と
の
関
係
を
心
覚
え
の
た
め
に
書
き
残
し
て
お
い

た
も
の
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
な
く
は
な
い
が
、
異
本
特
有
歌
の
み
で
構
成
さ
れ
た
項
目
（
「
檮
衣
」
「
稲
負
鳥
己
に
こ
の
注
記
が
存
在

し
な
い
の
は
そ
れ
で
は
説
明
で
き
ず
、
や
は
り
流
布
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
の
異
本
は
伝
来
の
間
に
流
布
本
系
の
本
と
接
触
し
、
か
な
り
精
細
に
比
較
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本

文
に
も
流
布
本
系
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
書
陵
部
本
に
は
異
文
注
記
は
さ
し
て
多
く
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
Ⅷ

「
月
た
ち
て
」
歌
の
注
「
三
か
月
の
女
の
ま
ゆ
に
に
た
る
な
り
」
に
「
ホ
ソ
キ
或
」
と
傍
記
す
る
の
が
流
布
本
で
は
「
ホ
ソ
キ
ッ
キ
ノ
」

と
一
致
す
る
例
、
側
「
浜
木
綿
」
の
注
「
是
は
伊
勢
に
み
く
ま
の
薗
浦
と
い
ふ
う
ら
の
有
也
。
み
く
ま
の
違
う
ら
と
い
ふ
」
に
「
ま
イ
／

又
イ
」
と
傍
記
す
る
の
が
流
布
本
で
は
「
又
ク
マ
ノ
、
ウ
ラ
ト
」
と
あ
る
よ
う
な
例
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
異

本
の
本
文
を
純
粋
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
書
陵
部
本
を
無
批
判
に
使
用
す
る
の
は
や
や
問
題
を
残
す
わ
け
で
あ
る
。
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流
布
本
で
は
『
」
を
付
し
た
部
分
が
目
移
り
に
よ
っ
て
脱
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
５
「
天
の
河
う
き
静
に
の
れ
る
わ
れ
な
れ
や
」
歌

注
（
捌
頁
）
の
中
程
、
「
う
き
ぎ
に
の
れ
る
と
は
、
金
谷
園
記
日
、
漢
武
帝
張
審
「
を
使
と
し
て
河
の
源
を
き
は
め
し
む
。
春
」
牽
牛
国

に
い
た
り
て
、
た
な
ば
た
の
河
の
辺
に
て
紗
を
あ
ら
ふ
を
み
る
」
も
同
様
に
流
布
本
は
目
移
り
で
脱
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
異
本
に
お
い
て
流
布
本
よ
り
注
が
増
え
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
出
だ
さ
れ
る
。

さ
て
、
異
本
に
は
流
布
本
と
の
間
に
歌
注
の
異
同
が
少
な
く
な
い
。
現
存
の
書
陵
部
本
は
決
し
て
善
本
と
は
言
え
な
い
が
、
流
布
本
の

誤
り
を
訂
正
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
し
、
ま
た
注
が
変
化
し
て
い
っ
た
痕
跡
を
読
み
取
り
得
る
こ
と
も
あ
る
。

（
マ
マ
）

流
布
本
を
補
訂
で
き
る
例
と
し
て
は
剛
「
と
き
し
ま
し
い
な
ぱ
の
か
ぜ
に
な
み
よ
れ
る
」
及
び
剛
「
い
か
で
か
は
い
な
ば
も
そ
よ
と
い

は
ざ
ら
ん
」
歌
の
注
（
刎
頁
）
が
あ
る
。

・
岨
「
あ
め
に
ま
す
月
よ
み
お
と
こ
ぬ
さ
は
せ
ん
」
歌
注
の
う
ち
、
「
あ
め
に
ま
す
と
は
、
空
に
ま
せ
と
云
也
」
の
次
に
「
月
よ
み
お
と

村
上
御
時
、
斎
宮
の
女
御
な
が
を
か
と
云
所
に
す
み
給
け
る
に
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
御
歌
也
。
此
歌
の
心
は
、
い
な
ご
丸
と
い
ふ

虫
は
稲
の
い
で
く
る
時
に
あ
る
な
り
。
御
物
ね
た
み
『
や
あ
り
け
ん
、
そ
の
虫
と
お
ぼ
し
く
て
、
稲
葉
の
か
ぜ
に
と
よ
ま
せ
給
へ
る

を
心
得
さ
せ
給
て
、
秋
の
み
や
こ
の
外
に
あ
る
と
か
へ
さ
せ
給
な
り
。
秋
の
み
や
と
は
后
を
申
せ
ば
、
后
に
も
あ
ら
れ
ば
な
ど
か
物

ね
た
み
』
も
せ
ざ
ら
ん
と
よ
ま
せ
給
へ
り
。
御
集
に
は
は
ぢ
て
の
せ
ら
れ
ず
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。

八
、
異
本
の
検
討
（
四
）
注
の
異
同

-114-



疑開抄と和歌童蒙抄（下）（浅田）

こ
と
は
か
つ
ら
お
と
こ
也
」
あ
り
。
（
剛
頁
）

・
劃
「
た
び
に
あ
れ
ば
よ
な
か
を
さ
し
て
て
る
月
の
」
歌
注
の
う
ち
、
末
尾
の
「
或
説
に
夜
中
は
…
」
（
後
人
書
入
れ
の
本
文
化
）
が
な

（
る
力
）

く
、
か
わ
り
に
「
か
く
ら
く
と
は
か
く
な
と
い
ふ
な
り
」
あ
り
。
（
珊
頁
）

・
銘
「
す
だ
き
け
む
昔
の
人
も
な
き
や
ど
に
」
歌
注
の
う
ち
、
「
河
原
院
に
て
恵
慶
が
よ
め
る
な
り
」
の
あ
と
は
次
の
通
り
。
「
す
だ
く
と

は
集
多
と
か
き
て
ぞ
万
葉
に
よ
み
た
れ
ば
、
お
ほ
く
あ
つ
ま
る
を
い
ふ
詞
な
り
。
又
出
入
を
い
ふ
な
ど
ぞ
申
め
れ
ど
無
下
の
僻
事
也
。
」

・
剛
の
前
、
項
目
見
出
し
「
蓮
」
に
「
み
の
は
ち
の
す
に
に
た
れ
ば
は
ち
す
と
い
ふ
」
と
注
あ
り
。
（
測
頁
）

・
例
「
桜
が
り
雨
は
ふ
り
き
い
お
な
じ
く
は
」
歌
注
末
尾
、
「
又
は
、
さ
く
ら
の
花
こ
餌
か
し
こ
に
み
あ
り
く
を
、
さ
く
ら
が
り
と
い
ふ

な
り
、
此
歌
の
心
は
す
こ
し
く
ら
が
り
て
雨
は
ふ
り
き
い
と
よ
め
る
な
り
と
中
疑
に
は
か
け
り
」
あ
り
。
（
畑
頁
）

・
別
「
あ
ふ
こ
と
の
か
た
い
と
な
れ
ば
し
ら
玉
の
」
歌
注
末
尾
、
「
中
疑
に
こ
そ
あ
し
く
こ
熟
ろ
え
て
か
き
た
め
れ
」
あ
り
。
「
中
疑
」
に

波
状
の
点
を
掛
け
て
「
本
定
」
と
傍
記
。
（
Ｗ
頁
）

・
開
「
う
ち
な
び
き
春
さ
り
く
れ
ば
し
か
す
が
に
」
歌
注
は
次
の
通
り
。
「
万
第
一
歌
也
。
う
ち
き
ら
し
と
は
う
ち
な
び
き
と
い
ふ
な
り
。

し
か
す
が
に
と
は
さ
す
が
に
と
い
ふ
。
あ
ま
雲
と
は
そ
ら
の
雲
な
り
。
」
掲
出
歌
初
句
「
う
ち
な
び
き
」
の
「
な
び
き
」
に
「
キ
ラ

シ
」
と
傍
記
し
て
合
点
。
歌
注
の
「
う
ち
き
ら
し
と
は
」
に
も
合
点
。
（
蝿
頁
）

マ
サ
キ
ノ
カ
ヅ
ラ

・
兇
「
み
山
に
は
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し
と
山
な
る
」
歌
注
の
う
ち
、
「
朗
詠
に
も
あ
り
」
の
あ
と
に
「
真
砕
葛
色
づ
く
と
よ
め
り
」
あ
り
。

一
方
、
異
本
の
ほ
う
が
分
量
的
に
少
な
い
の
は
次
の
例
で
あ
る
。

（
同
頁
）

（
剛
頁
）
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ア
ラ
タ
マ

・
棚
「
あ
ら
た
ま
の
月
待
ま
で
に
き
ま
さ
れ
ば
」
歌
注
の
う
ち
、
「
あ
ら
た
ま
と
は
あ
た
ら
し
と
い
ふ
心
な
り
」
の
あ
と
、
「
漢
に
月
の

に
た
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
り
て
よ
め
る
か
」
と
終
り
、
批
判
の
言
辞
を
欠
く
。
（
Ｍ
頁
）

・
糊
の
前
、
項
目
見
出
し
「
菊
」
の
注
ナ
シ
。
（
刎
頁
）

・
柵
「
あ
ぢ
さ
ゐ
の
や
へ
さ
く
ご
と
く
や
つ
よ
に
を
」
歌
、
歌
の
み
あ
っ
て
注
を
欠
く
。
（
加
頁
）

・
糊
「
い
ち
じ
ろ
く
ひ
る
は
け
し
き
を
み
せ
じ
と
て
」
歌
注
末
尾
、
「
因
得
心
疾
甚
」
ま
で
で
そ
の
後
を
欠
く
。
（
Ⅲ
頁
）

注
の
諸
要
素
の
順
序
が
双
方
で
食
い
違
っ
て
い
る
よ
う
な
例
も
あ
る
が
分
量
的
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は
割
愛
す
る
。
八
対
四
で
異
本
の

ほ
う
が
分
量
が
増
え
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
異
本
の
ほ
う
が
増
え
て
い
る
例
の
う
ち
別
と
詔
と
は
増
加
部
分
と
疑
開
抄
逸
文
と

が
一
致
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
一
方
、
異
本
の
方
が
少
な
い
例
の
う
ち
棚
で
異
本
に
全
く
注
が
欠
け
て
い
る
（
歌
は
あ
る
）
の
は

む
し
ろ
書
写
の
間
に
脱
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
童
蒙
抄
で
ま
っ
た
く
注
無
し
に
歌
を
掲
げ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら

で
あ
る
。
異
本
の
増
補
本
的
性
格
は
右
の
デ
ー
タ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
異
本
に
の
み
あ
る
注
の
中
で
目
に
付
く
の
は
「
中
疑
」
な
る
書
物
の
引
用
が
二
か
所
見
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
別
．
⑳
。

さ
ら
に
剛
「
む
ら
さ
き
の
ち
り
う
ち
は
ら
ひ
春
の
魁
に
」
歌
注
で
は
、
「
古
詩
」
の
引
用
の
後
、
異
本
は
「
中
疑
抄
云
、
獺
字
は
わ
か
き

（
マ
マ
）

と
よ
む
べ
き
な
り
獺
と
い
へ
る
は
僻
事
也
。
…
」
（
「
獺
」
は
術
加
か
）
と
あ
り
、
流
布
本
で
は
「
或
説
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
「
中

疑
抄
云
」
と
替
っ
て
い
る
（
傍
記
で
「
或
説
ト
モ
」
と
流
布
本
校
異
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
か
ら
、
「
中
疑
抄
」
が
正
式
の
書
名
で
、
以

上
三
か
所
で
名
前
が
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
流
布
本
に
は
一
度
も
登
場
し
な
い
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
情
報
は
管
見
に
入
ら
ず
、
委
細
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
童
蒙
抄
は
先
行
歌
学
書
を
引
用
す
る
と
き
に
ほ
と
ん
ど

書
名
を
表
示
し
な
い
の
に
、
こ
の
書
物
の
み
は
三
度
も
名
前
を
出
し
、
し
か
も
そ
れ
は
異
本
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
後
人

に
よ
る
追
補
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
当
然
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
別
な
ど
で
は
「
中
疑
抄
」
を
攻
撃
す
る
言
葉
が
加
わ
っ
た

I
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だ
け
で
、
注
釈
自
体
は
増
え
て
い
な
い
。
そ
う
思
っ
て
見
る
と
、
剛
で
も
範
兼
は
こ
の
書
物
の
説
を
「
僻
事
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
し
、

剛
も
（
意
味
の
わ
か
り
に
く
い
注
だ
が
）
先
行
部
分
を
勘
案
す
る
と
ど
う
も
批
判
し
て
い
る
ら
し
い
。
剛
・
剛
で
は
範
兼
は
流
布
本
時
点

で
す
で
に
名
前
を
出
さ
ず
に
「
中
疑
抄
」
を
引
用
・
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
異
本
の
段
階
に
至
っ
て
何
か
の
理
由
で
同
書
を
お
お

っ
ぴ
ら
に
攻
撃
す
べ
く
書
名
を
露
わ
に
し
た
、
と
い
う
経
緯
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
剛
が
堀
河
百
首
歌
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
「
中
疑
抄
」
の
成
立
は
そ
れ
以
後
と
な
り
、
同
書
の
作
者
は

範
兼
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
異
本
段
階
で
わ
ざ
わ
ざ
名
前
を
出
し
た
の
は
、
作
者
と
の
何
か
の
対

立
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
試
案
と
し
て
提
出
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
記
述
し
て
き
た
こ
と
を
列
挙
す
る
。

（
三
）
異
本
は
現
在
後
人
に
よ
り
堀
河
百
首
題
な
ど
に
基
き
大
幅
に
改
編
さ
れ
て
い
る
が
、
改
編
前
の
形
態
を
考
え
て
も
流
布
本
と
は

（
二
流
布
本
諸
本
は
恐
ら
く
尊
経
閣
本
に
発
す
る
転
写
本
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
。
転
写
の
過
程
で
蕉
下
庵
ほ
か
の
多
く
の

考
証
的
な
書
入
れ
が
加
わ
り
、
歌
学
大
系
本
で
は
そ
れ
ら
の
一
部
が
本
文
化
し
て
い
る
こ
と
。

（
三
流
布
本
は
そ
の
本
来
の
親
本
に
「
或
本
」
（
一
本
と
は
限
ら
な
い
）
で
校
合
を
加
え
、
本
来
の
親
本
に
は
存
し
な
か
っ
た
部
分

を
補
っ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
「
或
本
」
注
記
を
ま
と
め
て
見
て
行
く
と
、
現
在
の
異
本
と
流
布
本
の
本
来
の
親
本
と
の

中
間
に
立
つ
よ
う
な
形
態
の
伝
本
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
形
態
の
本
も
範
兼
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
想
像

さ
れ
る
こ
と
。

九
、
ま
と
め
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前
稿
で
、
童
蒙
抄
の
成
立
時
期
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
も
整
理
を
試
み
る
と
予
告
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
書
誌
的
問
題
の
整
理

の
み
で
あ
ま
り
に
長
大
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
本
稿
で
は
断
念
し
、
童
蒙
抄
が
先
行
す
る
歌
学
書
な
ど
に
対
し
て
ど
の
様
な
姿
勢
を
取

っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
別
稿
を
立
て
、
そ
こ
で
併
せ
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
疑
開
抄
と
の
関
係
を
掘
り
下
げ
る

余
裕
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
題
目
と
内
容
と
が
一
致
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

徒
ら
に
長
い
叙
述
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
歌
学
大
系
を
開
い
て
本
稿
の
挙
例
を
書
き
込
ん
で
行
け
ば
、
お
お
よ
そ
諸
系
統
の
概
要
が

把
握
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
の
本
書
の
研
究
に
い
さ
さ
か
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
御
蔵
書
の
調
査
を
御
許
可
下
さ
っ
た
尊
経
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
、
種
々
御
教
示
を
頂
い
た
山
田
洋
嗣
氏
に

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

無
視
で
き
な
い
差
が
あ
り
、
異
本
は
増
補
・
整
理
が
加
わ
っ
た
後
次
の
本
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
処
置
は
や
は
り
範
兼

自
身
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
注
意
す
べ
き
断
簡
と
し
て
高
松
宮
旧
蔵
「
部
類
和
歌
集
」
が
あ
る
こ
と
。
流
布
本
の
本
来
の

親
本
か
ら
「
或
本
」
形
態
へ
、
さ
ら
に
異
本
へ
と
範
兼
は
止
む
こ
と
な
く
本
書
の
組
織
の
拡
充
に
努
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
現

在
見
る
限
り
そ
れ
は
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
こ
と
。
異
本
で
は
「
中
疑
抄
」
な
る
歌
学
書
に
対
す
る
批
判
が
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
現
在
の
異
本
に
は
流
布
本
系
伝
本
と
の
校
合
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
を
扱
う
際
に
は
そ
れ
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

↓
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補
記
脱
稿
後
、
古
筆
切
資
料
の
存
在
を
失
念
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
補
説
し
た
い
。

注
（
３
）
前
稿
の
注
（
５
）
で
、
滝
沢
氏
が
異
本
の
改
編
者
を
範
兼
以
後
の
何
者
か
で
あ
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
記
し
て
い
た
の
は
私
の
思
い
違
い

で
あ
っ
た
。
滝
沢
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

（
４
）
「
初
度
百
首
に
お
け
る
崇
徳
院
ｌ
付
、
改
編
本
散
木
集
と
堀
河
百
首
ｌ
」
（
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
Ｍ
、
平
８
．
３
）
。

（
５
）
「
「
和
歌
童
蒙
抄
」
の
注
釈
ｌ
「
古
歌
」
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
和
歌
文
学
研
究
棚
、
昭
豹
・
９
）
。

（
１
）
引
例
は
略
す
る
が
、
顕
昭
が
用
い
て
い
た
の
は
基
本
的
に
は
流
布
本
祖
本
の
形
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「
或
本
」
系
の
童
蒙
抄
を
も

披
見
は
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
東
野
泰
子
氏
ヨ
八
雲
御
抄
』
編
集
の
方
法
Ｉ
信
西
日
本
紀
紗
と
和
歌
童
蒙
抄
の
利
用
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
文
学
史
研
究
兇
、
平
３
．
ｕ
）
は
順

徳
院
の
利
用
し
た
童
蒙
抄
を
異
本
系
と
推
定
す
る
（
螂
注
の
存
在
に
よ
る
）
。
異
本
系
へ
の
増
補
行
為
を
範
兼
本
人
ま
で
遡
ら
せ
る
上
で
有
力
な
傍

証
と
言
え
よ
う
。
顕
昭
に
親
近
し
た
上
覚
の
和
歌
色
葉
が
異
本
特
有
歌
（
姉
）
と
そ
の
注
を
引
用
し
て
い
る
（
歌
学
大
系
伽
頁
）
こ
と
も
注
目
さ
れ

ト
李
宅
ハ
ノ
。
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